
ISSN　0287–4903

政経研究
第五十八巻　第一号　2021年６月

論

　
　
　説

建
設
的
保
守
主
義
と
戦
間
期
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
党

─
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
を
め
ぐ
る
新
地
平

─

�

渡
　
邉
　
容
一
郎

特
別
講
演

台
灣
地
方
產
業
經
營
創
新

─

政
府
社
會
事
業
支
持
與
企
業
的
社
會
性
現
況

︵
台
湾
地
域
産
業
経
営
革
新─
政
府
に
よ
る
社
会
事
業
支
援
と
企
業
の
社
会
的
現
状
︶

�

李
　
　
　
福
　
斯

日 本 大 学 法 学 会

政

経

研

究

第
五
十
八
巻

　第

　一

　号



政
経
研
究

　第
五
十
七
巻
第
三
号

　目
次

政
経
研
究

　第
五
十
七
巻
第
四
号

　目
次

論

　
　
　説

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
け
る
富
と
幸
福

�

山
　
口
　
正
　
春

研
究
ノ
ー
ト

尖
閣
諸
島
問
題
と
ア
メ
リ
カ
の
中
立
政
策

�

山
　
城
　
秀
　
市

資

　
　
　料

ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
『
代
議
制
統
治
論
』
自
筆
草
稿

─
第
８
章
と
第
９
章
（
翻
刻
）

─

�

川
　
又
　
　
　
祐

吉
　
野
　
　
　
篤

荒
　
井
　
祐
　
介

ト
ー
マ
ス
・
ロ
ッ
ク
リ
ー

論

　
　
　説

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
・
保
守
主
義
の
現
状
に
関
す
る
一
考
察
⑶

─
院
内
保
守
党
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
党
首
の
関
係
に
焦
点
を
当
て
て

─

�

渡
　
邉
　
容
一
郎

特
別
講
演

日
本
品
牌
日
本
企
業
台
灣
進
出
現
況
與
課
題

（
日
本
ブ
ラ
ン
ド
・
日
本
企
業
の
台
湾
進
出
の
現
状
と
そ
の
課
題
）

�

李
　
　
　
福
　
斯

資

　
　
　料

ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
・
ミ
ル
『
代
議
制
統
治
論
』
自
筆
草
稿

─
第
12
章
と
第
13
章
（
翻
刻
）

─

�

川
　
又
　
　
　
祐

吉
　
野
　
　
　
篤

荒
　
井
　
祐
　
介

ト
ー
マ
ス
・
ロ
ッ
ク
リ
ー

雑

　
　
　報

政
経
研
究
　
第
五
十
七
巻
　
索
引



建
設
的
保
守
主
義
と
戦
間
期
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
（
渡
邉
）

一

建
設
的
保
守
主
義
と
戦
間
期
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
党

─
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
を
め
ぐ
る
新
地
平

─渡
　
　
邉
　
　
容
一
郎

一
．
序
　
説

二
．
ノ
エ
ル
・
ス
ケ
ル
ト
ン
「
建
設
的
保
守
主
義
」
の
内
容
的
特
質

三
．
建
設
的
保
守
主
義
が
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
党
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響

四
．
結
　
語

一
．
序
　
説

建
設
的
保
守
主
義
（C

onstructive C
onservatism

）。
そ
れ
は
如
何
な
る
特
質
を
有
す
る
の
か
。
戦
間
期
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
如
何
な

る
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
の
か
。
か
か
る
二
点
を
明
ら
か
に
し
て
、
戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
研
究
の
一
助
と
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的

論
　
説

）
一
（
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　第
五
十
八
巻
第
一
号
（
二
〇
二
一
年
六
月
）

二

で
あ
る
。

「
建
設
的
保
守
主
義
」
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
選
出
の
保
守
党
（
統
一
党
）
議
員
ノ
エ
ル
・
ス
ケ
ル
ト
ン
（A

rchibald N
oel S

kelton （
１
））

が

一
九
二
三
年
にT

h
e S

pectator

誌
で
公
表
し
た
政
治
論
文
の
題
名
で
あ
る
。
そ
の
後
同
論
文
は
、
党
公
認
の
小
冊
子C

on
stru

ctive 

C
on

servatism
と
な
っ
て
翌
年
（
一
九
二
四
年
）
出
版
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
「
建
設
的
保
守
主
義
」
は
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
に
関
す

る
ス
ケ
ル
ト
ン
の
個
人
的
見
解
で
あ
る
と
同
時
に
、
戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
を
理
解
す
る
う
え
で
不
可
欠
な
テ
キ
ス
ト
な
ら
び
に
保

守
主
義
論
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
建
設
的
保
守
主
義
」
が
世
に
出
た
一
九
二
三
～
二
四
年
は
、
保
守
党
と
労
働
党
を
軸
と
す
る
戦
後
二
党
シ
ス
テ
ム
の
萌
芽
期
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
る
（
２
）

。
現
在
の
「
保
守
党
→
労
働
党
→
保
守
党
」
と
い
う
政
権
交
代
の
パ
タ
ー
ン
が
イ
ギ
リ
ス
憲
政
史
上
初
め
て
現
出
し
た

か
ら
で
あ
る
。
当
時
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
（S

tanley B
aldw

in

）
が
率
い
て
い
た
野
党
・
保
守
党
は
、
一
九
二
三
年
総
選
挙
敗
北
の
十
か
月

後
に
実
施
さ
れ
た
一
九
二
四
年
総
選
挙
で
圧
勝
し
、
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
（Jam

es R
am

say M
acD

onald

）
労
働
党
か
ら
政
権
を
奪
回
し
た
。
そ

れ
ゆ
え
、
こ
の
決
定
的
瞬
間
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
登
場
し
た
「
建
設
的
保
守
主
義
」
の
内
容
は
、
責
任
野
党
（
潜
在
的
政
権
政
党
（
３
））

の
あ
り
方

と
い
う
点
か
ら
見
て
も
注
目
に
値
す
る
。

と
こ
ろ
が
ス
ケ
ル
ト
ン
の
建
設
的
保
守
主
義
論
は
、
わ
が
国
は
勿
論
イ
ギ
リ
ス
で
も
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
主
な

理
由
と
し
て
、
著
者
の
ス
ケ
ル
ト
ン
自
身
が
主
要
閣
僚
や
党
の
要
職
を
ほ
と
ん
ど
経
験
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
五
五
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ

た
と
い
う
事
情
も
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ス
ケ
ル
ト
ン
が
著
し
た
「
建
設
的
保
守
主
義
」
の
解
題
・
内
容
分
析
を
通
じ
て
、
先
ず
そ
の
特
質
に
つ
い
て
明
ら

か
に
す
る
。
次
に
、
彼
の
建
設
的
保
守
主
義
が
戦
間
期
当
時
（
特
に
野
党
期
）
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
党
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
を
明
ら

）
二
（
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三

か
に
す
る
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
に
対
す
る
新
し
い
見
方
も
提
示
し
て
い
く
こ
と
に
し
た

い
。

二
．
ノ
エ
ル
・
ス
ケ
ル
ト
ン
「
建
設
的
保
守
主
義
」
の
内
容
的
特
質

㈠
ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
誌
版
「
序
文
」
お
よ
び
小
冊
子
版
「
序
文
」
の
内
容
分
析

「
建
設
的
保
守
主
義
」
本
編
の
内
容
を
分
析
す
る
前
に
、
一
九
二
三
年
四
月
二
八
日
付
で
ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
誌
（
五
月
）
に
掲
載
さ
れ

た
そ
の
「
序
文
」
と
、
一
九
二
四
年
九
月
頃
保
守
党
に
よ
っ
て
再
編
集
・
再
出
版
さ
れ
た
公
認
小
冊
子
掲
載
の
「
序
文
」、
両
者
の
内
容

に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
周
知
の
よ
う
に
「
序
文
／
ま
え
が
き
」（P

reface

）
に
は
、
自
著
の
目
的
や
成
り
立
ち
な
ど
が
著

者
自
身
に
よ
っ
て
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
執
筆
の
動
機
や
背
景
は
勿
論
、
内
容
の
概
略
や
要
点
な
ど
を
理
解
す
る
う
え
で
も
役
立

つ
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、
両
序
文
の
底
本
に
は
、
お
そ
ら
く
イ
ギ
リ
ス
で
唯
一
の
本
格
的
な
ス
ケ
ル
ト
ン
研
究
者
ト
ラ
ン
ス
（D

avid T
orrance

）
の
著
書

N
oel S

kelton
 an

d
 th

e P
roperty-O

w
in

g D
em

ocracy
（
二
〇
一
〇
）
所
載
の
「
付
録
」（A

ppendix

）
を
用
い
た
。
そ
の
意
味
で
彼
の

先
行
研
究
は
、
本
研
究
に
と
っ
て
貴
重
な
〝
道
標
〟
と
な
り
得
る
。

①
ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
誌
版
「
序
文
」
の
内
容
分
析

同
序
文
の
日
付
は
、
前
述
の
よ
う
に
一
九
二
三
年
四
月
二
八
日
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
序
文
が
執
筆
さ
れ
た
時
期
は
、
自

）
三
（
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四

由
党
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
（D

avid L
loyd G

eorge

）
首
相
と
の
連
立
を
一
九
二
二
年
の
政
変
（
４
）

に
よ
っ
て
解
消
し
、
誕
生
し
た
保
守
党
ボ
ナ

＝
ロ
ー
（A

ndrew
 B

onar L
aw

）
政
権
〔
一
九
二
二
年
一
〇
月
二
二
日
～
一
九
二
三
年
五
月
二
〇
日
〕
の
末
期
（
５
）

だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
こ
の
序
文
の
〝
冒
頭
部
分
〟
は
と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
。
内
容
面
の
骨
子
は
冒
頭
で
主
張
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
少
々
長
く
な
る
が
、
こ
の
冒
頭
部
分
を
以
下
の
と
お
り
直
接
引
用
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

「
保
守
主
義
（C

onservatism

）
と
連
合
統
一
主
義
（U

nionism

）
の
行
方
は
現
在
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
。
先
鞭
を
つ
け
る
か
消
滅
す
る

か
、
ど
ち
ら
か
に
な
る
の
は
間
違
い
な
い
。
話
は
至
っ
て
単
純
だ
。
つ
ま
り
、
保
守
主
義
や
連
合
統
一
主
義
と
い
う
言
葉
に
元
々
備
わ
る

政
治
的
プ
リ
ン
シ
プ
ル
（political principle

）
の
多
く
は
、
今
日
の
よ
う
な
新
し
い
時
代
に
何
か
を
創
造
し
た
り
形
作
っ
た
り
で
き
る
ほ

ど
大
き
な
影
響
力
を
行
使
で
き
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
政
治
に
は
、
何
か
を
創
造
し
た
り
形
作
っ
た
り
す
る
力
が
ど
う
し
て
も
必

要
だ
か
ら
だ
。
自
由
諸
国
は
管
理
人
（caretaker
）
と
警
察
官
に
よ
っ
て
の
み
世
話
さ
れ
存
続
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
仮
に
保
守

党
が
管
理
人
の
仕
事
を
自
ら
再
定
義
で
き
た
り
、
建
築
士
（architect

）
の
仕
事
を
頼
ま
れ
て
も
こ
れ
を
非
難
し
拒
絶
で
き
た
り
す
る
よ

う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
自
体
保
守
党
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
の
障
害
と
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う

─
こ
こ
で
い
う
プ
リ
ン
シ
プ
ル
は
、
社
会
主

義
者
の
政
治
的
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
や
モ
ラ
リ
テ
ィ
を
本
能
的
に
嫌
う
、
割
と
良
心
的
で
勇
敢
な
一
部
の
国
民
全
て
を
こ
ち
ら
側
に
惹
き
つ
け

る
際
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
仮
に
保
守
党
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
が
障
害
を
き
た
す
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
を

こ
ち
ら
側
に
惹
き
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
は
二
度
と
訪
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。（
以
下
省
略
（
６
））」

か
か
る
主
張
か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、
保
守
党
が
単
独
与
党
と
し
て
そ
の
勢
力
を
維
持
・
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
は
、
明
快
で
印
象
深

）
四
（
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五

い
政
治
的
プ
リ
ン
シ
プ
ル
を
力
強
く
示
す
こ
と
が
肝
要
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
加
え
て
ス
ケ
ル
ト
ン
は
、
そ
う
し
た
プ
リ
ン
シ
プ
ル
の

土
台
作
り
に
お
い
て
、
思
想
面
に
不
明
瞭
な
合
成
や
寄
せ
集
め
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
さ
ら
に
、
新
し
い
政
治
の
時
代
が
始
ま

ろ
う
と
し
て
い
る
今
、
保
守
主
義
こ
そ
英
国
民
の
将
来
を
左
右
で
き
る
と
考
え
て
、
連
立
解
消
後
の
（
一
九
二
二
年
）
総
選
挙
（
７
）

で
圧
勝
を

収
め
た
保
守
党
に
は
好
機
（opportunity

）
が
到
来
し
た
（
８
）

と
評
価
す
る
。
こ
の
序
文
の
タ
イ
ト
ル
が
「
建
設
的
保
守
主
義

─
そ
の
好
機
」

（‘C
onstructive C

onservatism
-T

he O
pportunity ’

）
と
な
っ
て
い
る
所
以
で
あ
る
。

で
は
、
こ
こ
で
い
う
「
新
し
い
時
代
」
と
は
如
何
な
る
時
代
を
指
す
の
か
。
何
故
そ
う
い
う
時
期
に
英
国
民
の
命
運
を
保
守
主
義
が
握

る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
再
び
ス
ケ
ル
ト
ン
の
主
張
を
、
以
下
の
と
お
り
直
接
引
用
し
て
み
よ
う
。

「
こ
こ
で
述
べ
た
新
し
い
時
代
と
は
、
旧
い
価
値
が
そ
の
意
味
を
失
い
、
旧
い
先
入
観
が
そ
の
力
を
失
い
、
旧
い
公
理
が
そ
の
尊
厳
を

失
う
、
そ
ん
な
時
代
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
意
見
や
考
え
方
、
人
び
と
の
心
ま
で
柔
軟
に
な
っ
て
い
く
時
代
で
も
あ
る
。
し

か
も
そ
れ
で
お
終
い
で
は
な
い
。
保
守
主
義
と
は
、
国
民
の
選
択
（choice

）
に
よ
る
支
配
（control

）
な
の
で
あ
る

─
こ
れ
は
極
め
て

重
大
な
事
実
だ
。（
中
略
）
し
か
も
一
九
二
二
年
一
一
月
に
実
施
さ
れ
た
総
選
挙
（
カ
ー
ル
ト
ン
ク
ラ
ブ
会
議
の
結
果
、
水
を
酒
に
変
え
た
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ミ
ラ
ク
ル
）
は
、
本
質
的
に
国
民
の
本
能
的
意
思
表
示
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
ま
た
保
守
主
義
に
対
す
る
国
民
の
信
用
と
確
信
に
基

礎
づ
け
ら
れ
た
直
感
的
か
つ
潜
在
的
な
承
認
な
ら
び
に
再
確
認
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
９
）

。」

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
復
興
・
再
建
や
、
一
九
一
八
年
の
婦
人
参
政
権
付
与
な
ど
を
通
じ
て
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
到
来
し
た
大
衆
主
体
の

時
代
こ
そ
、
ス
ケ
ル
ト
ン
の
い
う
「
新
し
い
時
代
」
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
も
一
九
二
二
年
総
選
挙
の
保
守
党
勝
利
は
、
ま

）
五
（
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六

さ
に
「
国
民
の
選
択
に
よ
る
支
配
」
の
明
白
な
表
れ
で
あ
り
、
国
民
の
選
択
し
た
結
果
は
保
守
党
ひ
い
て
は
保
守
主
義
に
対
す
る
支
持
で

も
あ
る
の
で
、
今
は
保
守
党
か
ら
す
れ
ば
好
都
合
な
状
況
と
な
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
英
国
民
の
今
後
を
担
う
役
割
を
果
た
せ
る
の
は
当

分
の
間
保
守
主
義
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
党
と
し
て
も
、
よ
り
明
確
で
具
体
的
な
保
守
主
義
を
国
民
に
示
し
て

い
く
必
要
と
責
務
が
あ
る
と
い
う
主
張
な
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
二
年
総
選
挙
結
果
と
そ
れ
に
伴
う
ボ
ナ
＝
ロ
ー
保
守
党
内
閣
成
立
を
「
知
的
あ
る
い
は
感
情
面
の
ル
ネ

サ
ン
ス
（
10
）

」
と
ス
ケ
ル
ト
ン
が
表
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
頷
け
る
。
さ
ら
に
ス
ケ
ル
ト
ン
は
、「
こ
う
し
た
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
に
与

党
と
な
っ
た
」
こ
と
で
「
保
守
主
義
を
い
と
も
容
易
く
攻
撃
す
る
道
が
閉
ざ
さ
れ
た
点
（
11
）

」
も
、
保
守
党
か
ら
す
れ
ば
好
機
だ
と
捉
え
て
い

る
。そ

し
て
こ
の
序
文
全
体
の
ま
と
め
と
し
て
、
今
こ
そ
独
自
の
プ
ラ
ン
を
立
案
し
そ
の
土
台
を
固
め
る
チ
ャ
ン
ス
が
保
守
主
義
に
訪
れ
た

と
主
張
す
る
。
同
時
に
、
こ
の
好
機
を
活
か
し
て
建
築
士
の
仕
事
を
実
行
す
る
だ
け
の
想
像
力
や
意
志
、
勇
気
を
保
守
党
は
も
ち
合
わ
せ

て
い
る
の
か
（
12
）

、
と
問
題
提
起
ま
で
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
序
文
は
〝
建
設
的
な
〟
保
守
主
義
な
る
も
の
を
明
確
に
打
ち

出
す
必
要
性
を
強
調
す
る
と
共
に
、
そ
れ
に
相
応
し
い
今
の
環
境
や
条
件
（
新
し
い
時
代
の
ス
タ
ー
ト
時
点
で
単
独
与
党
に
な
っ
た
こ
と
の
意

義
）
を
積
極
的
に
活
か
す
よ
う
訴
え
た
内
容
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

②
小
冊
子
版
「
序
文
」
の
内
容
分
析

一
方

─
改
訂
版
の
た
め
当
然
と
い
え
ば
当
然
な
の
だ
が

─
小
冊
子
版
の
序
文
は
極
め
て
短
く
、
全
部
で
一
三
〇
～
一
四
〇
字
程
度

し
か
な
い
。
そ
の
前
半
部
分
で
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
小
冊
子
版
刊
行
の
際
に
内
容
紹
介
も
兼
ね
た
「
序
論
」（Introduction

）
を
寄

）
六
（
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七

稿
し
て
く
れ
た
保
守
党
下
院
議
員
ホ
ー
ン
（R

obert H
orne

）
と
、
ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
誌
版
の
編
集
を
担
当
し
て
い
た
ス
ト
レ
イ
チ
ー
（S

t 

L
oe S

trachey

）、
両
名
に
対
す
る
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
と
り
わ
け
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
、
序
文
全
体
の
後
半
部
分
で
あ
ろ
う
。
こ
の
序
文
を
執
筆
し
た
一
九
二
四
年
の
前
年

（
一
九
二
三
年
一
二
月
）
に
実
施
さ
れ
、
し
か
も
解
散
総
選
挙
に
踏
み
切
っ
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
与
党
・
保
守
党
が
敗
れ
た
（
即
ち
、
イ
ギ

リ
ス
憲
政
史
上
初
と
な
る
労
働
党
政
権
誕
生
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
に
な
っ
た
）
一
九
二
三
年
総
選
挙
（
13
）

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
言
及
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
昨
年
行
わ
れ
た
総
選
挙
に
敗
北
し
、
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
の
よ
う
な
格
別
な
好
機
も
潰
え
て
し
ま
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
総
選
挙
敗
北
は
決
し
て
悪
い
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
一
九
二
二
年
に
保
守
主
義
が
維
持
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
保
守
主
義
は

一
九
二
三
年
に
な
っ
て
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
二
五
年
に
な
れ
ば
、
わ
が
民
族
の
伝
統
や
特
質
と
調
和
さ
せ
つ
つ
わ
が
国
の
将
来

も
基
礎
固
め
す
る
本
来
の
任
務
に
着
手
し
た
保
守
主
義
を
、
我
々
は
十
分
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
（
14
）。」

（
傍
線
引
用
者
）

既
述
の
と
お
り
、
ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
誌
版
の
序
文
で
「
与
党
」
で
あ
る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え
て
お
き
な
が
ら
、
逆
に
こ
こ
で
は
総
選

挙
敗
北
の
余
波
も
あ
る
た
め
か
、「
野
党
」
と
し
て
の
心
構
え
の
よ
う
な
も
の
が
見
て
取
れ
る
。
既
述
し
た
「
責
任
野
党
」
の
あ
り
方
と

い
い
換
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
一
九
二
四
年
総
選
挙
（
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
前
掲
註（
13
）を
参
照
）
で
野
党
・
保
守
党
は
与
党
・
労
働
党
に
大
勝
し
、
第

）
七
（



政
経
研
究

　第
五
十
八
巻
第
一
号
（
二
〇
二
一
年
六
月
）

八

二
次
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
内
閣
〔
一
九
二
四
年
一
一
月
四
日
～
一
九
二
九
年
六
月
四
日
〕
が
成
立
す
る
。
加
え
て
、
自
由
党
が
二
大
政
党
枠

か
ら
完
全
に
脱
落
し
て
い
く
流
れ
も
ほ
ぼ
決
定
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
そ
し
て
現
在
に
至
る
）。
そ
の
意
味
で
、
ス
ケ
ル
ト
ン
の
期

待
も
含
め
た
予
想
は
半
分
的
中
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

㈡
ロ
バ
ー
ト
・
ホ
ー
ン
が
小
冊
子
版
に
寄
せ
た
「
序
論
」
の
内
容
分
析

こ
こ
で
、
前
出
の
保
守
党
下
院
議
員
ホ
ー
ン
（
15
）

が
小
冊
子
版
に
寄
せ
た
「
序
論
」
の
内
容
に
も
触
れ
て
み
た
い
。
因
み
に
ス
ケ
ル
ト
ン
研

究
者
ト
ラ
ン
ス
に
よ
る
と
、
同
郷
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
閣
僚
経
験
者
ホ
ー
ン
に
ス
ケ
ル
ト
ン
が
序
論
執
筆
を
説
得
で
き
た
の
は
、
結

果
と
し
て
大
博
打
に
大
成
功
を
収
め
た
よ
う
な
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
法
律
家
と
し
て
所
属
し
た
同
じ
弁
護
士
協
会
を
通
じ

て
ス
ケ
ル
ト
ン
は
ホ
ー
ン
の
存
在
を
知
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
た
う
え
で
、
ホ
ー
ン
の
閣
僚
と
し
て
の
仕
事
ぶ
り
と
ス
ケ
ル
ト
ン
本
人

の
思
想
と
の
関
連
か
ら
見
て
、「
ホ
ー
ン
と
ス
ケ
ル
ト
ン
は
政
治
的
波
長
が
合
っ
て
い
た
（
16
）

」
と
も
分
析
し
て
い
る
。

ホ
ー
ン
に
よ
る
序
論
の
書
き
出
し
は
、
次
の
よ
う
な
主
張
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

「
今
日
の
よ
う
な
政
治
情
勢
の
不
安
定
な
時
期
に
は
、
わ
が
党
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
を
再
検
討
す
る
と
共
に
、
そ
の
信
条
（creeds

）
も
テ

ス
ト
し
て
み
た
ほ
う
が
よ
い
。
我
々
は
今
、
十
分
自
覚
し
な
い
ま
ま
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
政
治
革
命
（a political revolution in 

B
ritain

）
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
中
略
）
こ
う
し
た
状
況
下
で
わ
が
党
は

─
こ
の
賞
賛
す
べ
き
小
論
の
筆
者
の
如
く

─
次
の
よ
う
に
自
問
自
答
し
て
み
る
の
が
適

切
か
も
し
れ
な
い
。
保
守
党
の
教
義
（faith

）
は
現
在
わ
が
国
が
直
面
す
る
難
題
へ
の
十
分
な
手
引
き
を
有
権
者
に
示
し
て
い
る
か
。
そ

）
八
（
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九

う
し
た
難
題
に
自
信
を
も
っ
て
人
び
と
を
立
ち
向
か
わ
せ
る
よ
う
な
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
溢
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
保
守
党
の
ゴ
ス

ペ
ル
に
含
ま
れ
て
い
る
の
か
（
17
）

。」

こ
こ
で
い
う
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
政
治
革
命
」
と
は
、
労
働
党
の
抬
頭
（
自
由
党
の
没
落
）
や
男
女
普
通
選
挙
制
へ
の
移
行
に
対
す

る
比
喩
的
な
表
現
で
あ
り
、
歴
史
的
事
実
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
ス
ケ
ル
ト
ン
同
様
、
保
守
党
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
な
い
し
信
条
が
目

下
の
難
題
に
対
処
で
き
る
か
否
か
真
剣
に
考
え
る
べ
き
時
だ
と
訴
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
新
た
な
経
済
社
会
問

題
や
大
衆
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
対
し
保
守
党
も
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
受
動
的
な
態
度
を
取
り
続
け
て
い
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
、
彼
な
り
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
解
釈
で
き
よ
う
。

続
け
て
ホ
ー
ン
は
、
保
守
党
と
自
由
党
の
違
い
に
つ
い
て

─
決
し
て
目
新
し
い
主
張
で
は
な
い
け
れ
ど
も

─
一
定
の
見
解
を
示
す
。

歴
史
的
に
見
た
場
合
、
保
守
党
は
有
権
者
の
増
大
に
は
嫌
悪
感
を
示
し
て
き
た
が
、
国
民
の
状
態
を
改
善
す
る
こ
と
に
は
比
較
的
熱
心
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
自
由
党
は
そ
の
真
逆
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
と
の
関
連
で
、
イ
ギ
リ
ス
に
伝
統
的
な
二
大
政

治
思
想
学
派
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
即
ち
「
わ
が
国
古
来
の
国
家
構
造
を
維
持
し
、
個
々
人
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
お
い
て
最
も
大
切

な
自
由
（freedom

）
を
保
持
し
な
が
ら
、
進
歩
に
関
す
る
実
践
的
な
プ
リ
ン
シ
プ
ル
を
唱
道
す
る
」
学
派
と
、「
わ
が
国
古
来
の
自
由
な

諸
制
度
を
破
壊
し
、
そ
れ
に
害
を
も
た
ら
す
ド
グ
マ
（dogm

a

）
に
執
着
し
、
千
年
王
国
到
来
の
た
め
の
メ
カ
ニ
カ
ル
な
手
段
と
な
る
国

家
政
策
を
通
じ
て
、
個
々
の
市
民
の
冒
険
心
も
制
約
さ
れ
る
と
繰
り
返
し
吹
き
込
む
」
学
派
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
「
前
者
の
中
で
大

き
な
位
置
を
占
め
る
の
が
、
今
日
、
保
守
党
と
か
統
一
党
と
自
称
す
る
人
た
ち
で
あ
る
こ
と
は
明
白
」
と
結
論
づ
け
る
の
で
あ
る
（
18
）

。

最
後
に
、
以
下
の
問
題
提
起
を
行
っ
て
、
ス
ケ
ル
ト
ン
論
文
の
意
義
を
強
調
す
る
。

）
九
（
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一
〇

「
で
は
、
保
守
党
に
お
け
る
信
仰
や
確
信
（conviction

）
は
、
こ
の
と
ん
で
も
な
い
時
代
の
要
請
に
十
分
応
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
、

わ
が
国
の
将
来
に
と
っ
て
決
定
的
な
存
在
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ス
ケ
ル
ト
ン
氏
は
こ
の
小
論
の
中
で
、
信
仰
を
支
え
る
哲
学

（philosophy
）
と
、
確
信
を
も
た
ら
す
政
策
（policy

）
の
両
方
を
提
供
し
て
お
ら
れ
る
。
他
方
で
、
保
守
主
義
者
と
し
て
注
意
す
べ
き
犯

し
や
す
い
罪
に
つ
い
て
も
、
多
少
し
つ
こ
い
く
ら
い
詳
し
く
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
19
）。」（

傍
線
引
用
者
）

以
上
の
よ
う
に
ホ
ー
ン
の
「
序
論
」
は
、
本
編
の
〝
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
〟
的
役
割
を
十
分
果
た
す
内
容
で
あ
る
と
同
時
に
、
時
代

の
変
化
と
要
請
に
応
え
、
保
守
党
側
も
何
ら
か
の
具
体
的
な
提
案
を
国
民
向
け
に
発
信
す
る
必
要
性
を
訴
え
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
れ

に
加
え
、
ホ
ー
ン
の
表
現
を
借
り
れ
ば
『
保
存
を
目
的
と
し
た
進
歩
に
関
す
る
実
践
的
プ
リ
ン
シ
プ
ル
』
を
保
守
主
義
と
結
び
つ
け
る
の

に
対
し
、『
破
壊
的
か
つ
有
害
で
自
由
を
制
約
す
る
ド
グ
マ
』
を
左
派
的
な
立
場
と
見
る
そ
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、
既
述
の
よ
う
に
決
し

て
斬
新
な
捉
え
方
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
の
分
析
対
象
・
ス
ケ
ル
ト
ン
の
「
建
設
的
保
守
主
義
」
を
理
解
す
る
う
え
で

は
無
視
で
き
な
い
要
素
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

㈢
ス
ケ
ル
ト
ン
「
建
設
的
保
守
主
義
」
本
編
の
内
容
分
析

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
ス
ケ
ル
ト
ン
自
身
の
建
設
的
保
守
主
義
論
（
20
）

を
分
析
し
て
い
く
。
ス
ケ
ル
ト
ン
の
「
建
設
的
保
守
主
義
」
は
、
以
下

四
つ
の
章
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る

─
「
Ⅰ
．
建
築
士
か
、
そ
れ
と
も
管
理
人
か
」「
Ⅱ
．
新
し
い
時
代
」「
Ⅲ
．
課
題
と
プ
リ
ン
シ

プ
ル
」「
Ⅳ
．
民
主
主
義
の
固
定
化
」。
以
下
順
番
に
そ
の
内
容
を
検
討
す
る
。

）
一
一
（
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一
一

①
「
Ⅰ
．
建
築
士
か
、
そ
れ
と
も
管
理
人
か
」（A

R
CH

IT
ECT

 O
R

 CA
R

ET
A

K
ER

）

前
出
の
「
序
文
」
で
示
し
た
問
題
意
識
、
即
ち
、
新
し
い
時
代
に
突
入
し
た
今
、
国
民
生
活
に
創
造
的
影
響
力
を
お
よ
ぼ
す
準
備
が
保

守
主
義
に
は
で
き
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
い
か
け
と
の
関
連
で
、（
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
の
た
め
）
自
由
主
義
も
、
そ
し
て
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

は
溢
れ
て
い
る
が
、
そ
の
経
済
的
道
徳
的
目
標
に
無
理
が
あ
る
た
め
）
社
会
主
義
も
共
に
失
格
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、「
世
の
中
に
は
造
形
や

創
造
を
担
う
勢
力
が
存
在
す
べ
き
だ
。
時
代
遅
れ
の
仕
事
を
す
る
『
管
理
人
』
や
警
察
官
だ
け
で
は
自
由
諸
国
と
し
て
生
き
残
れ
な
い
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
保
守
主
義
は
『
建
築
士
』
と
し
て
活
動
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
先
ず
訴
え
る
（
21
）

。

そ
し
て
、
今
こ
の
時
代
、
こ
の
国
に
一
番
必
要
な
も
の
は
建
設
的
保
守
主
義
だ
と
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
保
守
主
義
の
プ
リ
ン
シ

プ
ル
に
は
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
あ
る
こ
と
。
そ
れ
に
加
え
、
保
守
主
義
に
対
す
る
英
国
民
の
信
頼
も
そ
の
政
治
的
本
能
に
深
く
根
差
し
た
ま

ま
残
っ
て
い
る
の
で
、
保
守
主
義
な
ら
新
し
い
時
代
の
難
題
に
対
処
し
た
り
、
新
し
い
時
代
に
こ
の
国
を
導
い
た
り
、
国
民
に
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
を
示
し
た
り
で
き
る
点
を
、
ス
ケ
ル
ト
ン
は
指
摘
す
る
の
で
あ
る
（
22
）

。

と
り
わ
け
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
、
こ
の
新
し
い
時
代
の
難
題
を
解
決
す
る
カ
ギ
は
保
守
主
義
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
の
み
に
存
在
す
る

の
で
、
そ
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
プ
リ
ン
シ
プ
ル
を
適
用
し
な
か
っ
た
ら
保
守
党
の
責
任
は
重
大
だ
と
、
ス
ケ
ル
ト
ン
自
ら
考
え
て
い
た
（
23
）

点
で

あ
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
従
来
的
か
つ
消
極
的
な
「
静
観
的
保
守
党
政
治
」
に
甘
ん
じ
て
い
る
こ
と
（
ス
ケ
ル
ト
ン
の
い
う
「
管
理
人
」
と

し
て
の
役
割
）
か
ら
脱
却
し
、
時
代
や
国
民
の
要
請
に
応
じ
、
よ
り
積
極
的
な
「
創
造
的
保
守
党
政
治
」
を
そ
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
に
基
づ

い
て
〝
新
築
〟（
ス
ケ
ル
ト
ン
の
い
う
「
建
築
士
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
力
）
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
論
じ
た
も
の
と
見

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ス
ケ
ル
ト
ン
は
続
け
る
。「
フ
ラ
ン
ス
と
異
な
り
イ
ギ
リ
ス
は
、
革
命
の
惨
事
を
招
く
こ
と
な
く
政
治
的
民
主
主
義
を
実
現
さ
せ
た
。

）
一
一
（
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一
二

経
済
の
領
域
で
こ
れ
に
類
似
し
た
成
功
が
見
ら
れ
る
か
否
か
は
、
何
よ
り
も
先
ず
、
そ
の
領
域
の
諸
問
題
に
保
守
主
義
固
有
の
プ
リ
ン
シ

プ
ル
が
適
用
可
能
な
建
設
的
保
守
主
義
次
第
で
あ
る
（
24
）

」
と
。
こ
こ
に
、
ス
ケ
ル
ト
ン
流
建
設
的
保
守
主
義
の
特
質
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
同
時
に
、
イ
ギ
リ
ス
流
の
穏
健
な
改
革
に
よ
っ
て
目
下
の
失
業
・
格
差
問
題
を
具
体
的
に
解
決
し
て
い
く
必
要
性
な
ど
を

読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

本
章
の
最
後
に
お
い
て
は
、
そ
う
し
た
建
設
的
保
守
主
義
を
実
現
す
る
う
え
で
絶
対
必
要
と
さ
れ
る
も
の
、
即
ち
「
新
し
い
時
代
」
に

つ
い
て
の
分
析
、
そ
の
課
題
に
関
す
る
言
及
、
保
守
主
義
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
を
思
い
出
す
こ
と
、
そ
し
て
適
切
に
そ
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
を

適
用
し
た
と
示
唆
す
る
こ
と
。
以
上
の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
25
）

。
こ
れ
ら
は
全
て
、
以
下
三
つ
の
各
章
で
ス
ケ
ル
ト
ン
が
言
及
し
て
い

く
内
容
の
予
告
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
本
章
は
、
前
述
し
た
二
つ
の
「
序
文
」
や
ホ
ー
ン
の
「
序
論
」
の
内
容
を
よ
り
深
く
掘
り
下
げ

た
「
導
入
部
分
と
し
て
の
本
論
」
的
位
置
づ
け
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

②
「
Ⅱ
．
新
し
い
時
代
」（T
H

E N
EW

 ER
A

）

こ
こ
で
い
う
「
新
し
い
時
代
」
に
至
ら
し
め
た
決
定
的
瞬
間
は
、
推
察
ど
お
り
第
一
次
世
界
大
戦
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
し
い
時
代

の
特
徴
に
は
ポ
イ
ン
ト
が
二
つ
あ
る
と
さ
れ
る
。
一
つ
目
は
選
挙
の
文
脈
か
ら
見
れ
ば
完
全
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
で
あ
る
点
、
そ
し

て
二
つ
目
は
「
教
育
さ
れ
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」（an educated dem

ocracy

）
の
時
代
で
も
あ
る
点
が
そ
れ
で
あ
る
。
ス
ケ
ル
ト
ン
に
よ
る
と
、

こ
う
し
た
特
徴
を
も
つ
新
し
い
時
代
に
お
い
て
は
、
建
設
的
役
割
を
果
た
さ
な
い
限
り
保
守
主
義
は
消
滅
す
る
し
か
な
い
。
何
故
な
ら
、

選
挙
権
の
拡
大
と
い
う
目
標
が
達
成
さ
れ
た
以
上
、
自
由
主
義
は
そ
の
役
割
を
終
え
た
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
逆
に
（
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
）
社
会
主
義
の
ミ
ス
リ
ー
ド
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
保
守
主
義
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
が
十
分
機
能
す
る
道
が
開
か
れ
た
（
26
）

と
ス

）
一
二
（
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一
三

ケ
ル
ト
ン
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
新
し
い
時
代
や
労
働
党
の
抬
頭
（
社
会
主
義
と
の
戦
い
）
に
相
応
し
い
（
建
設
的
）
保
守
主
義
の
あ
り
方
と
は
如
何
な

る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
ス
ケ
ル
ト
ン
は
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
保
守
主
義
プ
リ
ン
シ
プ
ル
が
新
た
に
意
識
さ
れ
、
新
た

に
考
え
出
さ
れ
、
新
た
に
広
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」。
ま
た
、
保
守
主
義
の
知
的
内
容
や
道
徳
的
経
済
的
土
台
、
あ
る
い
は
実
践
面
で

の
応
用
は
「
教
育
さ
れ
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
合
わ
せ
て
平
明
か
つ
分
か
り
や
す
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
う
え
で
、
新
し

い
時
代
に
入
っ
た
の
だ
か
ら
、
我
々
は
旧
い
限
界
を
跳
び
越
え
て
一
歩
前
に
踏
み
出
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
訴
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、

従
来
の
保
守
主
義
と
い
う
の
は
「
限
ら
れ
た
領
域
の
み
で
の
国
家
活
動
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
旧
い
保
守
主
義
は
政
治
家
の
機
能
を

警
察
官
の
機
能
と
混
同
し
た
「
管
理
人
的
意
見
」
で
あ
り
、
そ
れ
で
は
知
的
道
徳
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
放
棄
、
世
論
形
成
義
務
か
ら
の

撤
収
で
し
か
な
い
た
め
、
こ
の
新
し
い
時
代
で
は
役
に
立
た
な
い
（
27
）

と
述
べ
て
い
る
。

最
後
に
本
章
の
ま
と
め
と
し
て
、
保
守
党
は
政
治
を
管
理
人
の
眼
で
し
か
見
な
く
な
り
が
ち
だ
が
、「
新
し
い
時
代
に
生
じ
た
根
本
的

課
題
の
真
の
解
決
策
は
保
守
主
義
の
中
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
保
守
主
義
的
『
人
生
観
』（view

 of life

）
を
詳
細
に
説
明
し
て
い

く
必
要
と
責
務
が
あ
る
（
28
）

」
と
ス
ケ
ル
ト
ン
は
締
め
括
っ
て
い
る
。

要
す
る
に
、「
新
し
い
時
代
」
に
保
守
党
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
は
、
今
ま
で
と
は
異
な
り
課
題
を
積
極
的
に
解
決
し
て
い
く
、
そ
し

て
、
そ
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
を
活
か
し
な
が
ら
解
決
し
て
い
く
「
建
築
士
」
の
役
割
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
ス
ケ
ル
ト
ン
は
考
え
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
章
の
内
容
分
析
を
通
じ
て
、
新
し
い
時
代
の
根
本
的
課
題
と
は
具
体
的
に
何
か
、
ま
た
保
守
主
義
の
プ
リ
ン
シ
プ

ル
と
は
如
何
な
る
も
の
か
、
な
ど
に
関
す
る
ス
ケ
ル
ト
ン
の
考
え
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

）
一
三
（
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一
四

③
「
Ⅲ
．
課
題
と
プ
リ
ン
シ
プ
ル
」 （PR

O
BR

EM
 A

N
D

 PR
IN

CIPLE

）

上
述
し
た
「
新
し
い
時
代
」
の
根
本
的
課
題
と
し
て
ス
ケ
ル
ト
ン
が
具
体
的
に
挙
げ
て
い
る
の
は
、
失
業
問
題
、
住
宅
問
題
、
農
業
を

め
ぐ
る
緊
急
事
態
、
国
家
の
財
政
負
担
に
関
す
る
問
題
の
四
つ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
戻
す
こ
と
も
新
し
い
時

代
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
「
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」（property-ow

ing dem
ocracy

）
が
必
要
だ
（
29
）

と

ス
ケ
ル
ト
ン
は
説
い
て
い
る
。

財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
給
与
所
得
者
が
何
ら
か
の
プ
ロ
パ
テ
ィ
や
ス
テ
イ
タ
ス
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、

程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
財
産
所
有
者
が
主
体
と
な
る
安
定
し
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
指
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
労
働
者
と
資
本
家
の
経
済
的
な

溝
が
埋
ま
る
た
め
、
国
家
も
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
も
安
定
す
る
し
、
私
有
財
産
に
関
す
る
人
生
観
を
示
す
こ
と
も
可
能
（
30
）

と
ス
ケ
ル
ト
ン
は
見

る
。ス

ケ
ル
ト
ン
が
こ
の
よ
う
に
考
え
る
の
は
、
前
述
し
た
保
守
主
義
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
、
保
守
主
義
を
代
表
す
る
思
想
（ideas

）、
あ
る

い
は
保
守
主
義
が
追
求
す
る
崇
高
な
目
標
や
保
守
主
義
的
人
生
観
の
エ
ッ
セ
ン
ス
と
し
て
、
以
下
の
二
点
を
特
に
強
調
す
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
一
つ
目
は
、（
変
革
へ
の
抵
抗
も
含
め
た
）「
社
会
構
造
の
安
定
」
で
あ
る
。S

ociety and C
om

m
unity

が
安
定
し
て
い
る
か
否
か
は
、

「
国
家
の
安
定
」
に
直
接
関
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
の
「
安
定
」
は
「
停
滞
」
と
同
義
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
安
定
を
取
り

戻
す
方
策
を
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
追
求
す
る
こ
と
こ
そ
、
保
守
主
義
に
課
せ
ら
れ
た
特
別
な
義
務
と
さ
れ
る
。

二
つ
目
は
、「
性
向
（the character

）
と
い
う
価
値
」
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
ス
ケ
ル
ト
ン
に
よ
る
と
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
性
向
こ

そ
わ
が
国
最
大
の
強
み
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
た
う
え
で
ス
ケ
ル
ト
ン
は
、「
働
き
な
が
ら
生
計
を
立
て
る
こ
と
に
本
当
の
発
展
が
あ

る
と
考
え
て
、
そ
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
の
が
保
守
主
義
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
が
、

）
一
四
（
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一
五

保
守
主
義
の
基
本
的
信
条
で
あ
る
と
同
時
に
、
わ
が
民
族
同
胞
が
有
す
る
根
本
的
信
条
で
も
あ
り
、「
政
治
的
か
つ
教
育
さ
れ
た
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
を
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
必
然
的
に
導
く
」
と
ス
ケ
ル
ト
ン
は
考
え
た
の
で
あ
る
（
31
）

。

こ
の
よ
う
に
、「
国
家
の
安
定
」
と
「
人
間
の
性
向
」
の
媒
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
得
る
要
素
が
『
国
民
に
よ
る
財
産
所
有
』
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
そ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
ス
ケ
ル
ト
ン
の
主
張
を
繰
り
返
す
ま
で
も
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
と
り
わ
け
保

守
主
義
者
が
最
も
注
目
し
大
切
に
で
き
る
（
大
切
に
し
て
き
た
）
存
在
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

④
「
Ⅳ
．
民
主
主
義
の
固
定
化
」（D

EM
O

CR
A

CY
 ST

A
BILISED

）

終
章
に
該
当
す
る
本
章
で
は
、
こ
こ
ま
で
の
ま
と
め
と
し
て
、
大
衆
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
新
し
い
時
代
に
お
け
る
失
業
や
社
会
格
差
、

国
家
財
政
負
担
な
ど
新
た
な
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
も
建
設
的
保
守
主
義
が
必
要
、
と
の
主
張
が
再
び
な
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
建
設

的
保
守
主
義
に
関
し
て
は
、
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
、
給
与
生
活
者
の
職
場
上
経
済
上
の
ス
テ
イ
タ
ス
を
そ
の
政

治
上
教
育
上
の
ス
テ
イ
タ
ス
と
同
等
に
し
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
安
定
か
つ
堅
実
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
、
こ
れ
ら

が
肝
要
だ
と
す
る
。

さ
ら
に
、
そ
の
た
め
の
今
す
ぐ
役
立
つ
方
策
と
し
て
、
ス
ケ
ル
ト
ン
は
以
下
の
四
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。
即
ち
、
①
労
使
協
同
（co-

partnery

）、
②
小
規
模
地
主
の
た
め
の
小
規
模
土
地
所
有
制
度
、
③
農
業
に
お
け
る
地
主
─
小
作
人
協
力
（co-operation

）
関
係
の
制
度

化
、
④
突
然
の
災
難
か
ら
町
や
村
を
護
る
た
め
地
域
社
会
（the com

m
unity

）
向
け
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
、
が
そ
れ
で
あ

る
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ
ら
の
重
要
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
保
守
主
義
者
も
自
家
薬
籠
中
の
物
に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
ス
ケ
ル
ト
ン
は
訴
え

る
の
で
あ
る
（
32
）

。

）
一
五
（
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一
六

そ
う
し
た
う
え
で
ス
ケ
ル
ト
ン
は
、
全
体
の
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。「
自
由
主
義
は
死
ん
だ
。
何
故
な
ら
そ
の
プ
リ

ン
シ
プ
ル
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
保
守
主
義
が
沈
黙
を
破
り
、
保
守
主
義
に
も
将
来
に
向
け
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
を

─
具
体
的
に
は
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
な
る
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
あ
っ
て
、
財
産
を
通
じ
て
誰
も
が
人
生
の
主
人
公
に
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
堅
実
さ
と
安
定
が
実
現
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
容
易
な
ら
ざ
る
形
で
幕
を
開
け
た
こ
の
新
し
い
時
代
に
世
界
中
で
吹
き
荒
れ
る
激
し
い

怒
り
と
攻
撃
の
嵐
に
も
立
ち
向
え
る
と
国
民
に
き
ち
ん
と
説
得
し
な
い
限
り
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
保
守
主
義
に
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
す
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
（
33
）

」。

そ
こ
で
最
後
に
、
こ
れ
ら
四
項
目
の
検
討
を
通
じ
て
、
建
設
的
保
守
主
義
の
特
質
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
①
労

使
協
同
に
つ
い
て
ス
ケ
ル
ト
ン
は
、「
労
使
協
同
の
制
度
こ
そ
、
社
会
主
義
と
戦
う
う
え
で
目
標
と
す
べ
き
大
義
の
基
礎
と
な
る
。
労
使

協
同
の
制
度
を
通
じ
て
、
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
社
会
主
義
的
理
想
の
知
ら
れ
ざ
る
根
本
的
相
違
点
が
強
調
さ
れ
る
か
ら
」
だ
と
す

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
給
与
生
活
者
の
ス
テ
イ
タ
ス
向
上
に
役
立
つ
の
で
あ
れ
ば
、
①
は
目
下
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
マ
ス
タ
ー
・

キ
ー
に
も
な
る
と
彼
は
考
え
る
の
で
あ
る
（
34
）

。

続
い
て
②
小
規
模
地
主
制
の
創
設
に
関
し
て
は
、
大
規
模
開
墾
地
の
拡
大
や
農
村
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
建
な
ど
を
通
じ
て
、
従
来
以

上
に
小
規
模
地
主
増
設
の
努
力
を
保
守
主
義
は
続
け
て
い
く
べ
き
と
訴
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
保
守
党
が
土
地
・
農
業
利
害
関
係
者

を
そ
の
伝
統
的
支
持
基
盤
と
し
て
き
た
歴
史
か
ら
す
れ
ば
、
さ
ほ
ど
目
新
し
い
提
案
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
③
農
業
に

お
け
る
地
主
─
小
作
人
協
力
関
係
の
制
度
化
に
つ
い
て
は
、
自
助
と
互
助
を
結
び
つ
け
る
の
が
農
地
開
墾
で
あ
る
以
上
、
世
界
中
の
農
業

基
盤
、
そ
し
て
小
規
模
耕
作
者
と
大
農
場
主
の
共
栄
手
段
は
保
守
主
義
的
人
生
観
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
と
し
て
い
る
（
35
）

。
そ
れ
ゆ
え
①
②

③
は
、
社
会
主
義
と
戦
い
な
が
ら
新
し
い
時
代
に
適
応
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
保
守
党
の
現
状
に
適
し
た
（
相
応
し
い
）、「
協
調
」「
所

）
一
六
（
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リ
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守
党
（
渡
邉
）

一
七

有
」
あ
る
い
は
「
関
与
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
独
自
の
保
守
主
義
観
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
④
の
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
ス
ケ
ル
ト
ン
が
「
新
し
い
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
に
お
け
る
建
設
的
保
守

主
義
の
極
致
（
36
）

」
と
位
置
づ
け
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
ス
ケ
ル
ト
ン
は
そ
の
理
由
と
し
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
今
日
で
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
護
る
た
め
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
が
必
要
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
新
し
い
時
代
に
保
守
主
義
が
果

た
す
べ
き
任
務
と
い
っ
て
も
、
仮
に
イ
ギ
リ
ス
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
そ
の
有
名
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
保
護
手
段
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
ら
、
こ
の
新
し
い
時
代
に
保
守
主
義
が
果
た
す
務
め
は
半
減
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
（
37
）

。」

以
上
四
項
目
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
護
る
た
め
、
戦
う
た
め
に
協
同
・
協
力
」
を
重
視
す
る
点
と
、
保
守
主
義
者
で
あ
り
な
が

ら
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
」
を
必
ず
し
も
否
定
し
て
い
な
い
点
で
あ
ろ
う
。
社
会
主
義
に
対
抗
し
、
こ
れ
と
戦
っ
て
い
く
う
え
で
、
労
働
運

動
を
全
面
的
に
敵
視
し
争
う
姿
勢
を
強
調
し
た
「
反
動
的
保
守
」
の
内
容
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
同
時
に
、
国
家
・
社
会
の
安
定
の
た

め
、「
進
歩
的
・
寛
容
的
」
立
場
を
推
奨
し
た
保
守
主
義
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
あ
る
い
は
、
前
出
の
ホ
ー
ン
が
そ
の
序
論
で
述
べ
た

よ
う
に
「
保
存
を
目
的
と
し
た
進
歩
に
関
す
る
実
践
的
プ
リ
ン
シ
プ
ル
」
と
読
み
換
え
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
ス
ケ
ル
ト
ン
の
い
う
「
新
し
い
時
代
」
に
相
応
し
い
「
建
設
保
守
主
義
」
の
内
容
的
特
質
と
し
て
、
以
上
の
側
面
が
先

ず
指
摘
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
〝
建
築
士
〟
的
役
割
の
保
守
主
義
、
換
言
す
れ
ば
（
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
改
善
と
い

う
）
そ
の
プ
リ
ン
シ
プ
ル
を
課
題
の
解
決
に
適
用
し
て
い
く
「
限
定
的
介
入
志
向
」
の
保
守
主
義
と
見
ら
れ
る
点
も
、
そ
の
内
容
上
の
特

質
と
し
て
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
加
え
、
建
設
的
保
守
主
義
の
中
核
概
念
と
し
て
「
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
追
求

）
一
七
（



政
経
研
究

　第
五
十
八
巻
第
一
号
（
二
〇
二
一
年
六
月
）

一
八

を
明
示
し
た
点
も
、
そ
の
内
容
面
に
関
す
る
特
質
の
一
つ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
．
建
設
的
保
守
主
義
が
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
党
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響

㈠
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
建
設
的
保
守
主
義
の
現
代
的
意
義

本
題
に
入
る
前
に
、
建
設
的
保
守
主
義
の
現
代
（
今
日
）
的
意
義
に
つ
い
て
も
若
干
触
れ
て
お
き
た
い
。

戦
間
期
（
一
九
二
〇
年
代
初
頭
）
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
党
に
対
す
る
そ
の
影
響
に
比
べ
る
と
、
同
党
に
お
け
る
そ
の
現
代
的
意
義
は

存
外
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
戦
後
同
党
（
党
首
）
を
通
じ
て
示
さ
れ
続
け
て
き
た
「
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
追
求
姿
勢
が
そ
れ
で

あ
る
。
例
え
ば
公
営
住
宅
の
売
却
に
伴
う
『
持
ち
家
政
策
』
推
進
と
そ
れ
に
基
づ
く
所
有
者
意
識
増
大
策
は
、
保
守
党
で
は
一
九
五
〇
年

代
の
イ
ー
デ
ン
（A

nthony E
den

）
首
相
時
代
か
ら
事
実
上
一
般
化
（
38
）

し
て
お
り
、「
少
な
く
と
も
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
ま
で
の
歴
代
保
守
党
政

権
は
、
住
宅
所
有
者
の
拡
大
に
関
心
を
寄
せ
る
傾
向
が
あ
っ
た
（
39
）

」
か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
「
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
い
え
ば
、
一
般
に
サ
ッ
チ
ャ
ー
（M

argaret T
hatcher

）
独
自
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
思
わ

れ
が
ち
だ
が
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
や
は
り
ス
ケ
ル
ト
ン
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
も
、

「
…
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
も
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
い
う
よ
り
ノ
エ
ル
・
ス
ケ
ル
ト
ン
と
マ
ク
ミ
ラ
ン
（H

arold M
acm

illan

）
の
伝
統
に

よ
る
部
分
の
ほ
う
が
は
る
か
に
大
き
い
（
40
）

」
と
す
る
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
保
守
党
は
、（
当
時
国
有
化
を
前
面
に
掲
げ
て
い
た
）
労
働
党
へ
の
対
抗
上
、
党
勢
拡
大
の
た
め
、
あ

る
い
は
党
政
策
に
理
論
的
根
拠
を
与
え
る
た
め
、
つ
ま
り
は
政
敵
と
の
知
的
政
策
論
争
に
勝
利
す
る
た
め
に
保
守
党
独
自
の
理
論
武
装
を

）
一
八
（
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（
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）

一
九

行
う
必
要
性
か
ら
、
ス
ケ
ル
ト
ン
の
「
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
論
を
何
ら
か
の
形
で
〝
使
い
回
し
て
き
た
〟
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。

と
こ
ろ
が
前
出
の
ト
ラ
ン
ス
に
よ
る
と
、
ス
ケ
ル
ト
ン
の
「
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
を
活
用
し
た
保
守
党
党
首
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー

以
降
で
は
キ
ャ
メ
ロ
ン
（D

avid C
am

eron

）
が
初
め
て
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
メ
ー
ジ
ャ
ー
（John M

ajor

）、
ヘ
イ
グ
（W

illiam
 H

ague

）、

ダ
ン
カ
ン
ス
ミ
ス
（Iain D

uncan S
m

ith

）、
そ
し
て
ハ
ワ
ー
ド
（M

ichael H
ow

ard

）
各
党
首
の
時
代
（
一
九
九
〇
～
二
〇
〇
五
年
）
に
は
、

財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
概
念
が
共
有
さ
れ
な
か
っ
た
（
41
）

と
い
う
の
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
ス
は
そ
の
理
由
を
必
ず
し
も
明
ら
か
に
し
て

い
な
い
が
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
流
強
行
路
線
か
ら
の
脱
却
な
い
し
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
を
メ
ー
ジ
ャ
ー
が
図
ろ
う
と
し
て
い
た
可
能
性
に
加
え
、

こ
の
時
期
に
登
場
し
た
ブ
レ
ア
（T

ony B
lair

）
を
中
心
と
す
る
「
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
」（N

ew
 L

abour

）
が
与
党
だ
っ
た
こ
と
（
お
よ
び
そ

の
影
響
）
を
指
摘
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

ま
た
二
〇
〇
三
年
度
予
算
を
め
ぐ
り
、
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
政
権
の
ブ
ラ
ウ
ン
（G

ordon B
row

n

）
さ
え
ス
ケ
ル
ト
ン
の
フ
レ
ー
ズ
を
用

い
て
い
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
当
時
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
（
首
相
）
を
通
じ
て“S

kelton 

thinking ”

が
党
政
策
の
主
役
に
復
活
し
た
と
も
い
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
そ
の
復
活
劇
の
ピ
ー
ク
は
、
前
述
し
た
「
労
使
協

同
（co-partnery

）
＝m

utual ow
nership

」
モ
デ
ル
の
知
的
所
有
権
を
め
ぐ
っ
て
保
守
党
と
労
働
党
が
競
合
し
て
い
た
二
〇
〇
九
年
末

頃
で
あ
っ
た
（
42
）

。

以
上
の
よ
う
に
、
特
に
「
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
概
念
（
と
そ
の
再
利
用
）
を
中
心
に
ス
ケ
ル
ト
ン
の
建
設
的
保
守
主
義
は
、

二
一
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
党

─
と
り
わ
け
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義

─
で
も
意
外
に
無
視
で
き
な
い
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
二
〇
二
〇
年
に
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
達
成
し
、C

O
V

ID
-19

へ
の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（B

oris 

）
一
九
（
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二
〇

Johnson

）
現
党
首
・
首
相
の
保
守
主
義
に
お
い
て
も
、
建
設
的
保
守
主
義
が
さ
ら
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
再
利
用
さ
れ
て
い
く
可
能
性

は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

㈡
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
党
に
対
す
る
建
設
的
保
守
主
義
の
影
響

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
、
⒜
建
設
的
保
守
主
義
が
登
場
し
た
背
景
と
当
時
に
お
け
る
そ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
言
及
し
、
⒝
数
少
な
い
先

行
研
究
成
果
の
検
討
な
ど
を
通
じ
て
、
本
題
の
「
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
党
に
対
す
る
建
設
的
保
守
主
義
の
影
響
」
を
明
ら
か
に
し
て
い

く
こ
と
に
し
た
い
。

⒜
建
設
的
保
守
主
義
登
場
の
背
景
と
戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
に
お
け
る
位
置
づ
け

こ
れ
ら
の
点
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
ス
ケ
ル
ト
ン
が
「
建
設
的
保
守
主
義
」
を
執
筆
し
て
い
た
ボ
ナ
＝
ロ
ー
政
権
末
期
の
少
し
前
、

即
ち
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
直
前
（
一
九
一
〇
年
頃
）
に
遡
る
必
要
が
あ
る
。
戦
間
期
に
深
刻
化
し
て
い
く
経
済
社
会
問
題
（
大
量
失
業
の

長
期
化
と
、
そ
れ
に
伴
う
格
差
の
増
大
や
労
使
不
穏
・
階
級
闘
争
化
な
ど
）
に
対
処
す
る
た
め
、
ス
ケ
ル
ト
ン
の
い
う
保
守
党
独
自
の
「
建
築

士
」
的
試
み
が
お
そ
ら
く
初
め
て
本
格
導
入
さ
れ
よ
う
と
し
た
の
が
こ
の
時
期
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
試
み
と
は
、
一
九
一
〇
年
の

総
選
挙
で
自
由
党
に
敗
北
し
た
（
43
）

後
、
当
時
の
党
首
バ
ル
フ
ォ
ア
（A

rthur B
alfour

）
が
党
内
進
歩
派
の
要
望
を
受
け
容
れ
て
一
九
一
二
年

に
実
現
さ
せ
た
、「
統
一
党
社
会
改
革
委
員
会
」（the U

nionist S
ocial R

eform
 C

om
m

ittee

、
以
下
Ｕ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
）
の
党
内
設
置
が
そ
れ
で
あ
る
。

Ｕ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
の
委
員
長
に
は
、
党
内
若
手
進
歩
派
議
員
の
尊
敬
を
当
時
集
め
て
い
た
、
の
ち
の
バ
ー
ク
ン
ヘ
ッ
ド
卿
（L

ord B
irkenhead

） 

が
就
任
し
た
。
自
由
党
政
権
の
「
コ
レ
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
（collectivism

）
法
制
化
」
に
対
抗
す
る
た
め
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
、
当
時
の
保
守
党
に
し
て
は
進
歩
的
な
社
会
改
良
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
Ｕ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
は
発
展
さ
せ
た
。
ト
ラ
ン
ス
に
よ
る
と
そ
の

）
二
一
（
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二
一

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、「
伝
統
的
ト
ー
リ
ー
主
義
」「
フ
ェ
ビ
ア
ン
社
会
主
義
」「
農
村
再
生
に
関
す
る
同
時
代
的
思
想
」
の
三
つ
を
折
衷
的

に
ブ
レ
ン
ド
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。
し
か
も
Ｕ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
〝
保
守
党
に
よ
る
社
会
改
良
〟
は
、
階
級
闘
争
に
駆
り
立

て
る
「
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
社
会
主
義
」（R

adical S
ocialism

）
と
「
ホ
イ
ッ
グ
の
個
人
主
義
」（W

hig Individualism

）

の
両
方
に
対
抗
す
る
た
め
の
「
第
三
の
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
44
）

。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
労
働
党
が
独
自
の
社
会
主
義
（
重
要
産
業
国
有
化
な
ど
）
路
線
を
正
式
に
採
用
す
る
一
九
一
八
年
以
前

（
一
九
一
二
年
）
の
段
階
で
あ
る
た
め
か
、
労
働
党
と
そ
の
社
会
主
義
に
対
す
る
脅
威
よ
り
も
、
旧
来
の
政
敵
・
自
由
党
の
社
会
改
良
路
線

に
対
す
る
脅
威
の
ほ
う
に
ウ
ェ
イ
ト
が
置
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
ト
ラ
ン
ス
は
、
こ
う
し
た
Ｕ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
の
エ
ー
ト
ス
が
ス
ケ
ル

ト
ン
の
想
像
力
を
掻
き
立
て
た
（
45
）

と
の
見
方
を
示
し
て
い
る
。

仮
に
ト
ラ
ン
ス
の
見
立
て
ど
お
り
だ
と
す
る
と
、
建
設
的
保
守
主
義
は
、
そ
う
し
た
時
代
（
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
）
の
流
れ
か
ら
登
場

し
た
一
連
の
〝
進
歩
的
保
守
〟
思
想
の
一
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
登
場
し
た
時
期
が
一
九
二
〇
年
代
初
頭
ゆ
え
、〝
自
由
党
の

み
な
ら
ず
新
興
勢
力
の
労
働
党
に
も
対
抗
し
得
る
保
守
党
独
自
の
代
替
案
〟
と
い
う
位
置
づ
け
も
可
能
で
あ
る
。
加
え
て
、
こ
の
時
期
に

ス
ケ
ル
ト
ン
が
建
設
的
保
守
主
義
を
表
明
し
た
こ
と
自
体
、
当
時
の
保
守
党
党
首
ボ
ナ
＝
ロ
ー
の
保
守
主
義
が
「
建
築
士
」
で
は
な
く
従

来
的
「
管
理
人
」
の
そ
れ
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
建
設
的
保
守
主
義
は
、
保
守
党
独
自
の
知
的
政

策
的
代
替
案
の
提
供
に
お
い
て
、
新
党
首
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
や
、
特
に
若
手
を
中
心
と
す
る
当
時
の
保
守
主
義
者
（
の
一
部
）
に
〝
新
鮮

な
〟
印
象
を
与
え
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

⒝
主
要
先
行
研
究
に
見
る
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
党
に
対
す
る
影
響

こ
う
し
て
第
一
次
世
界
大
戦
後
（
戦
間
期
）
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
者
は
、
自
由
党
と
そ
の
集
産
主
義
に
加
え
、
代
わ
っ
て
抬
頭
し
て

）
二
一
（
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二
二

き
た
労
働
党
や
そ
の
社
会
主
義
に
も
対
抗
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
う
し
た
背
景
か
ら
登
場
し
た
建
設
的
保
守
主
義
の
具
体
的
な
影

響
や
貢
献
に
つ
い
て
、
そ
の
結
論
を
一
言
で
い
う
と
、
前
述
し
た
と
お
り
、
そ
れ
は
一
九
二
〇
年
代
当
時
比
較
的
若
手
の
保
守
党
議
員
た

ち
に
お
よ
ぼ
し
た
中
長
期
的
な
（
と
り
わ
け
党
政
策
面
で
の
）「
知
的
影
響
」
と
な
る
。

そ
の
影
響
を
受
け
た
代
表
的
人
物
と
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
保
守
党
党
首
・
首
相
に
就
任
す
る
イ
ー
デ
ン
と
ヒ
ュ
ー
ム
（A

lec 

D
ouglas-H

om
e

）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
の
伝
記
作
家
ダ
ッ
ト
ン
（D

avid D
utton

）
に
よ
る
と
、
二
人
と
も
ス
ケ
ル
ト
ン

の
建
設
的
保
守
主
義
か
ら
大
い
に
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
て
い
る
（
46
）

。
一
九
四
六
年
の
保
守
党
大
会
に
お
い
て
建
設
的
保
守
主
義
を
政
治
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
形
で
復
活
さ
せ
た
の
が
イ
ー
デ
ン
で
あ
る
。
ま
た
、
建
設
的
保
守
主
義
思
想
の
〝
進
歩
的
〟
側
面
に
感
化
さ
れ
て
一
九
二
九

年
総
選
挙
に
立
候
補
し
落
選
し
た
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
一
九
三
一
年
総
選
挙
で
初
当
選
を
飾
っ
た
後
、
同
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
副
大
臣

（under-secretary

）
に
就
任
し
た
ス
ケ
ル
ト
ン
の
招
き
に
応
じ
、
私
設
議
員
秘
書
と
し
て
彼
を
ア
シ
ス
ト
し
た
経
歴
を
も
つ
（
47
）

。

こ
れ
に
加
え
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
前
任
党
首
・
首
相
と
し
て
、
一
九
五
〇
年
代
の
住
宅
増
設
政
策
の
知
的
根
拠
に
建
設
的
保
守
主
義
を
利
用

し
た
と
さ
れ
る
マ
ク
ミ
ラ
ン
の
存
在
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
若
き
日
の
マ
ク
ミ
ラ
ン
は
、
既
に
一
九
二
六
年
（
第
二
次
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン

内
閣
時
代
）
当
時
、“F

uture of C
onservatism

”

と
題
し
て
「
で
き
る
だ
け
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
確
立

す
る
こ
と
が
社
会
主
義
へ
の
唯
一
の
対
抗
策
と
な
る
。
社
会
主
義
は
国
家
に
よ
る
救
済
・
国
有
化
・
施
し
の
計
画
を
通
じ
て
も
の
す
ご
い

貧
乏
国
家
造
り
を
約
束
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
に
対
し
、
保
守
党
が
約
束
す
る
の
は
大
い
な
る
財
産
所
有
で
繁
盛
す
る
勤
勉
国
家
の
構
築
で

あ
る
」
と
公
式
に
語
っ
て
い
た
（
48
）

。

こ
の
よ
う
に
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
党
時
代
に
ス
ケ
ル
ト
ン
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
若
手
保
守
党
政
治
家
三
人
全
員
、
戦

後
の
い
わ
ゆ
る
〝
コ
ン
セ
ン
サ
ス
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
〟
の
時
代
（
一
九
五
〇
～
六
〇
年
代
）
に
保
守
党
党
首
・
首
相
と
し
て
政
権
を
担
当
し

）
二
二
（
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二
三

て
い
る
事
実
は
興
味
深
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
の
テ
ー
マ
と
の
関
連
で
そ
れ
以
上
に
注
目
す
べ
き
現
象
は
、
ス
ケ
ル
ト
ン
の
考
え
を
積
極
的
に
採
用
し
、
当
時

the ‘Y
M

C
A

’
と
し
て
知
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
（
以
下
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ル
ー
プ
）
を
結
成
し
た
「
比
較
的
若
手
の
多
い
進
歩
的
保
守
主
義
者
た

ち
」
へ
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
党
内
派
閥
の
関
係
」
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
バ
ー
ネ
ス
（John 

B
arnes

）
に
よ
れ
ば
、「
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
使
っ
た
ス
ケ
ル
ト
ン
と
そ
の
考
え
に
影
響
を
受
け
た
人
び

と
に
よ
っ
て
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ル
ー
プ
は
一
九
二
四
年
に
結
成
さ
れ
た
（
49
）

。

保
守
党
の
比
較
的
頑
固
な
長
老
議
員
た
ち
か
ら
皮
肉
を
込
め
て
〝
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
〟
と
呼
ば
れ
た
進
歩
的
若
手
保
守
党
議
員
た
ち
は
、
世
代

的
に
は
一
八
六
五
年
前
後
の
生
ま
れ
で
、
一
九
一
〇
年
の
総
選
挙
で
初
当
選
し
た
者
が
多
い
と
さ
れ
る
。
政
界
入
り
す
る
前
の
経
歴
は
地

主
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
法
律
家
な
ど
多
岐
に
渡
る
が
、
総
じ
て
富
裕
層
出
身
者
が
多
い
。
し
か
し
全
体
的
に
彼
ら
は
「
政
治
を
自
分
の

専
門
分
野
か
ら
捉
え
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
」
と
「
保
守
党
の
右
傾
化
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
い
た
と
こ
ろ
」
に
共
通
点
が
あ
っ
た
。
そ
れ

ゆ
え
「
階
級
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
政
治
に
も
反
発
し
て
お
り
（
50
）

、
総
選
挙
大
敗
後
の
そ
う
し
た
党
内
事
情
を
考
慮
し
て
、
党
首
バ
ル

フ
ォ
ア
は
既
述
の
Ｕ
Ｓ
Ｒ
Ｃ
設
置
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
活
動
目
的
は
、
党
内
右
派
・
反
動
勢
力

か
ら
の
圧
力
に
新
党
首
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
（
一
八
六
七
年
生
ま
れ
）
が
確
実
に
抵
抗
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
加
え
て
彼
ら
の
理
想
で
も

あ
る
「
進
歩
的
」
立
法
が
着
実
に
推
進
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
党
に
対
す
る
ス
ケ
ル
ト
ン
や
建
設
的
保
守
主
義
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
こ
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ル
ー

プ
や
そ
の
党
内
ロ
ビ
ー
活
動
と
の
関
係
な
ど
か
ら
あ
る
程
度
解
明
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
今
度
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
主
な
媒

体
と
位
置
づ
け
た
う
え
で
、
党
首
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
（
と
そ
の
保
守
主
義
）
に
対
す
る
ス
ケ
ル
ト
ン
（
と
そ
の
建
設
的
保
守
主
義
）
の
影
響
や
、

）
二
三
（
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二
四

両
者
の
関
連
な
ど
も
明
ら
か
に
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

㈢
ス
ケ
ル
ト
ン
の
建
設
的
保
守
主
義
と
党
首
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
保
守
主
義

一
九
二
〇
年
代
初
頭
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
「
党
首
」
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
示
し
た
態
度
は
、
総
じ
て
同
情
的
な
も
の
だ
っ
た
と
見

ら
れ
て
い
る
。
一
九
二
四
年
の
野
党
期
に
一
連
の
演
説
や
党
政
策
文
書
で
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
展
開
し
たN

ew
 C

onservatism

（
後
述
）

の
実
現
を
、
進
歩
的
若
手
保
守
党
議
員
た
ち
も
望
ん
で
い
た
（
51
）

と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

既
述
の
よ
う
に
比
較
的
若
手
の
党
内
進
歩
派
議
員
を
主
体
と
す
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
は
、「
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
考
え
を
も
つ

一
握
り
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
選
出
議
員
」
と
「
比
較
的
穏
健
な
意
見
を
も
つ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
選
出
議
員
」
を
そ
の
主
な
構
成
要
素
と
し
て

い
た
。
し
か
も
彼
ら
の
大
半
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
従
軍
経
験
ま
で
共
有
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
第
一
次
世
界
大
戦
の
、
特
に

一
九
二
〇
年
代
の

─
エ
リ
ー
ト
層
が
大
衆
の
思
考
や
文
化
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代
の

─
「
時
代
精
神
」（Z

eitgeist

）
も
彼

ら
は
理
解
し
や
す
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
議
員
た
ち
は
、
保
守
党
内
の
反
動
的
な
産
業
資
本
家
出
身
議
員
た
ち
、

い
わ
ゆ
る
「
頑
固
派
」（D
iehards

）
と
呼
ば
れ
た
勢
力
に
対
抗
し
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
政
権
の
〝
進
歩
的
要
素
〟
を
支
え
る
勢
力
と
な
っ

て
い
た
の
で
あ
る
（
52
）

。
そ
し
て
ま
た
、
一
九
二
四
年
当
時
四
四
歳
だ
っ
た
ス
ケ
ル
ト
ン
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な

知
的
指
導
者
」
と
い
う
立
場
か
ら
マ
ク
ミ
ラ
ン
に
も
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
（
53
）

。

し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
一
九
二
四
年
頃
に
お
い
て
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
主
な
媒
体
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
建
設
的
保

守
主
義
」
に
見
ら
れ
た
『
ス
ケ
ル
ト
ン
的
思
考
』
も
ま
た
、
党
首
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
に
何
ら
か
の
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
た
可
能
性
が
高

い
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
ス
ケ
ル
ト
ン
と
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
、
二
人
の
直
接
的
な
関
係
は
実
際
の
と
こ
ろ
ど
う
だ
っ
た
の
で

）
二
四
（



建
設
的
保
守
主
義
と
戦
間
期
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
（
渡
邉
）

二
五

あ
ろ
う
か
。

こ
の
分
野
の
第
一
人
者
ト
ラ
ン
ス
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
景
気
後
退
や
そ
れ
に
伴
う
経
済
社
会
問
題
の
増
加
を
通

じ
て
、
保
守
党
と
し
て
「
一
つ
の
一
貫
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
レ
ス
ポ
ン
ス
形
成
の
必
要
性
（
傍
線
引
用
者
）
が
生
じ
た
た
め
、
ス
ケ
ル

ト
ン
は
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
に
話
を
聴
い
て
も
ら
え
る
存
在
」
だ
っ
た
（
54
）

。
そ
れ
ゆ
え
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
「
ス
ケ
ル
ト
ン
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
証
明
で
き
る
。（
中
略
）
労
働
党
に
投
票
し
そ
う
な
有
権
者
の
注
目
を
集
め
る
た
め
に
も
保
守
党
と
し
てa ‘view

 

of life ’

を
設
計
し
、
そ
れ
を
き
ち
ん
と
表
現
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
ス
ケ
ル
ト
ン
の
見
解
に
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
引
き
寄
せ

ら
れ
て
い
っ
た
と
い
え
」
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
決
し
て
仲
睦
ま
じ
く
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
重
要
な
意
味
を
も
っ
た
」
関
係
と
捉
え
ら
れ
て

い
る
（
55
）

。
こ
の
問
題
に
関
し
て
ほ
と
ん
ど
唯
一
と
も
い
え
る
先
行
研
究
で
こ
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ス
ケ
ル
ト
ン
と
そ
の
建
設
的
保

守
主
義
は
、
と
り
わ
け
一
九
二
四
年
の
野
党
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
党
と
そ
の
保
守
主
義
に
「
無
視
で
き
な
い
程
度
の
影
響
」
を
お
よ

ぼ
し
て
い
た
と
判
断
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
今
度
は
、
両
者
の
よ
り
具
体
的
な
関
連
を
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
主
要
言
説
な
ど
か
ら
読
み

取
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

⒜
ス
ト
レ
イ
チ
ー
書
簡
に
対
す
る
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
返
答
書
簡
か
ら

小
冊
子
版
「
建
設
的
保
守
主
義
」
が
刊
行
さ
れ
た
当
時
の
一
九
二
四
年
九
月
、
前
出
の
ス
ト
レ
イ
チ
ー
は
、
党
首
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
に

宛
て
た
書
簡
の
中
で
「
私
の
意
図
は
、
民
主
的
な
保
守
主
義
（dem

ocratic C
onservatism

）
と
い
う
新
し
い
ゴ
ス
ペ
ル
を
聴
か
せ
る
こ
と

の
可
能
な
一
種
独
立
し
た
中
立
的
立
場
を
ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
誌
に
採
用
さ
せ
る
こ
と
で
す
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
に
対
し
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン

は
、
そ
の
返
答
書
簡
で
「
一
寸
の
虫
に
も
五
分
の
魂
…
…
事
態
は
動
き
つ
つ
あ
る
の
で
、
今
は
秋
だ
け
れ
ど
も
春
が
訪
れ
た
よ
う
な
気
分

）
二
五
（
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（
二
〇
二
一
年
六
月
）

二
六

で
す
（
56
）

」
と
答
え
て
い
る
。
こ
の
返
答
の
内
容
が
具
体
的
に
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
正
直
よ
く
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
建

設
的
保
守
主
義
」
を
最
初
に
掲
載
し
た
ス
ペ
ク
テ
イ
タ
ー
誌
関
係
者
宛
に
こ
の
奇
妙
な
返
答
が
な
さ
れ
た
当
時
の
文
脈
か
ら
推
測
す
る
と
、

「
ス
ケ
ル
ト
ン
ら
の
考
え
方
を
全
面
的
に
採
用
す
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
全
く
軽
視
す
る
つ
も
り
も
な
い
。
む
し
ろ
政
権
奪
回
が

近
づ
き
つ
つ
あ
る
の
で
、
今
度
の
（
一
九
二
四
年
）
総
選
挙
で
は
そ
れ
に
類
似
し
た
提
案
を
国
民
に
示
す
用
意
が
あ
る
」
と
い
う
趣
旨
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

⒝
一
九
二
四
年
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
二
大
演
説
か
ら

一
つ
目
の
演
説
は
、
二
月
に
ホ
テ
ル
・
セ
シ
ル
（the H

otel C
ecil

）
で
行
わ
れ
、
し
か
も
当
時
の
新
聞
報
道
に
よ
っ
て
〝
ボ
ー
ル
ド

ウ
ィ
ン
のN

ew
 C

onservatism
〟
と
紹
介
さ
れ
た
一
連
の
政
策
的
立
場
の
「
キ
ー
ノ
ー
ト
」
的
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
る
演
説
で
あ
る
（
57
）

。

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
のN

ew
 C

onservatism

と
は
、
一
九
二
四
年
の
夏
頃
、「
野
党
党
首
」
の
立
場
で
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
行
っ
た
一

連
の
演
説
等
を
通
じ
て
表
明
さ
れ
た
「
保
守
党
政
策
の
刷
新
／
党
路
線
の
再
検
討
」
に
関
す
る
彼
の
考
え
方
や
立
場
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
を
要
約
す
れ
ば
、
①
今
後
保
守
党
の
敵
は
「
自
由
党
」
で
は
な
く
「
労
働
党
」
で
あ
り
、
労
働
党
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
は
労
働
党
と

同
じ
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を
わ
が
党
も
共
有
す
べ
き
で
あ
る
、
②
党
政
策
の
〝
目
玉
〟
を
従
来
の
「
保
護
主
義
と
農
業
重
視
」
か
ら
「
社
会
改

良
と
反
・
社
会
主
義
」
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
、
こ
れ
ら
二
つ
を
宣
言
し
た
内
容
と
い
え
る
。
さ
ら
に
②
の
具
体
的
な
提
案
は
、
ス
ケ
ル
ト
ン

の
親
友
バ
ハ
ン
（John B

uchan

）
が
執
筆
し
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
副
官
ネ
ヴ
ィ
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（N

evil C
ham

berlain

）
に
よ
っ
て

同
年
六
月
、L

ookin
g A

h
ead

: U
n

ion
ist P

rin
ciples an

d
 A

im
s

（
一
九
二
四
）
と
い
う
小
冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
た
（
傍
線
引
用
者
）。

ト
ラ
ン
ス
は
、
こ
の
「
ホ
テ
ル
・
セ
シ
ル
演
説
」
の
意
義
を
「
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
進
歩
的
保
守
主
義
に
転
向
し
た
こ
と
（
58
）

」
に
あ
る
と
す

る
。
だ
と
す
れ
ば
、
ス
ケ
ル
ト
ン
と
そ
の
建
設
的
保
守
主
義
の
影
響
を
こ
の
部
分
に
見
出
だ
す
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。L

ookin
g 

）
二
六
（



建
設
的
保
守
主
義
と
戦
間
期
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
（
渡
邉
）

二
七

A
h

ead

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
の
後
あ
ら
た
め
て
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
つ
目
は
、
一
九
二
四
年
五
月
五
日
付
タ
イ
ム
ズ
紙
の
「
保
守
党
の
目
標
」（T

he C
onservative G

oal

）
と
い
う
記
事
に
掲
載
さ
れ
た

演
説
の
「
結
語
」
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
も
一
連
のN

ew
 C

onservatism

の
一
部
と
い
え
る
が
、
記
事
に
よ
る
と
「
本
演
説
は
、
労
使
関

係
の
安
定
を
促
進
す
る
手
段
・
方
法
に
関
す
る
新
し
い
勧
告
と
、
国
有
化
さ
れ
た
社
会
の
実
現
で
は
な
く
個
人
一
人
ひ
と
り
が
徐
々
に
所

有
者
（an ow

ner

）
と
な
っ
て
い
く
社
会
の
実
現
を
、
保
守
党
は
望
ん
で
い
る
と
の
声
明
で
締
め
括
ら
れ
た
（
59
）

」
と
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、

一
九
二
三
年
以
降
公
表
さ
れ
た
建
設
的
保
守
主
義
の
「
労
使
協
同
」「
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
な
ど
か
ら
影
響
を
受
け
た
結
果
と
考

え
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

⒞L
ookin

g A
h

ead

と
「
一
九
二
四
年
総
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
の
内
容
か
ら

前
述
し
たL

ookin
g A

h
ead

の
内
容
で
、
建
設
的
保
守
主
義
と
の
関
連
上
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
労
使
関
係
の
安
定
化
と
住
宅
に

関
す
る
声
明
の
二
つ
で
あ
る
。
前
者
に
関
し
て
は
「
雇
用
者
側
と
被
雇
用
者
側
の
仲
間
意
識
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
統
一

党
と
し
て
は
、
貿
易
業
と
製
造
業
の
従
事
者
全
て
の
相
互
信
頼
感
情
を
促
す
た
め
そ
の
第
一
歩
を
喜
ん
で
踏
み
出
し
て
い
く
し
、
さ
ら
に

は
協
同
（co-partnership

）
の
原
則
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
雇
い
主
の
事
業
の
成
功
度
に
直
接
合
わ
せ
た
形
で
従
業
員
の
雇
用
・

就
業
を
奨
励
し
て
い
く
（
60
）

」
と
す
る
。

ま
た
後
者
に
つ
い
て
は
「
統
一
党
と
し
て
は
、
働
く
人
た
ち
が
持
ち
家
を
所
有
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
民
間
企
業
に
対
す
る

規
制
を
さ
ら
に
緩
和
し
て
い
く
と
同
時
に
、
住
宅
が
必
要
な
労
働
者
諸
君
に
は
そ
の
供
給
を
増
や
し
た
り
、
法
制
化
さ
れ
た
便
宜
を
よ
り

拡
充
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
行
の
法
制
度
を
よ
り
効
果
的
な
も
の
に
し
て
い
く
（
61
）

」
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
Ｎ
・
チ
ェ
ン

バ
レ
ン
の
名
前
で
起
草
さ
れ
た
と
は
い
え
、
そ
の
事
実
上
の
執
筆
者
が
ス
ケ
ル
ト
ン
の
親
友
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
を
党
の
新
政
策
と
し

）
二
七
（



政
経
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究

　第
五
十
八
巻
第
一
号
（
二
〇
二
一
年
六
月
）

二
八

て
最
終
承
認
し
た
「
党
首
」
が
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
で
あ
る
以
上
、
こ
の
部
分
で
ス
ケ
ル
ト
ン
の
考
え
と
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
保
守
主
義
が

ほ
ぼ
合
致
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
（
62
）

。

そ
し
てL

ookin
g A

h
ead

の
内
容
を
踏
ま
え
、
そ
の
約
四
か
月
後
に
公
表
さ
れ
た
「
一
九
二
四
年
総
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
も
、
野

党
党
首
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
に
よ
る
保
守
党
政
策
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
〝
決
定
版
〟
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
得
る
。
ト
ラ
ン
ス
に
よ
る
と
こ
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
主
要
支
持
基
盤
で
あ
る
労
働
者
階
級
の
支
持
を
失
わ
な
い
よ
う
、
住
宅
・
教
育
・
包
括
年

金
・
工
場
法
改
正
に
つ
い
て
の
言
及
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
（
63
）

と
さ
れ
る
。

但
し
、
こ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
全
文
をL

ookin
g A

h
ead

で
言
及
さ
れ
た
内
容
と
比
較
・
分
析
し
て
み
る
と
、
労
働
党
政
権
の
失
策

や
そ
の
社
会
主
義
的
側
面
に
対
す
る
批
判
は
強
調
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
建
設
的
保
守
主
義
の
「
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
や
「
労
使

協
同
」（co-partnery

）
に
関
し
て
は
、
そ
の
積
極
的
主
張
が
や
や
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
な
い
し
消
滅
し
た
感
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
（
64
）

。
特
に

そ
れ
は
労
使
協
同
の
部
分
に
当
て
は
ま
る
。
そ
こ
で
最
後
に
、
ス
ケ
ル
ト
ン
と
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
〝
考
え
方
の
違
い
〟
に
つ
い
て
若
干

考
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

⒟
建
設
的
保
守
主
義
か
ら
見
た
ス
ケ
ル
ト
ン
と
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
相
違
点

そ
れ
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
と
り
わ
け
「
労
使
協
同
」
の
実
践
を
め
ぐ
る
両
者
の
姿
勢
に
求
め
ら
れ
る
。
即
ち
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ル
ー
プ

と
関
係
の
深
い
ス
ケ
ル
ト
ン
や
マ
ク
ミ
ラ
ン
が
こ
れ
に
積
極
的
だ
っ
た
の
に
対
し
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
や
党
調
査
部
（the C

onservative 

R
esearch D

epartm
ent, C

R
D

）
は
逆
に
消
極
的
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ト
ラ
ン
ス
に
よ
れ
ば
「
労
使
協
同
」
促
進
に
向
け
た
政
府
の
行
動

範
囲
は
限
定
的
で
、
し
か
も
保
守
党
の
「
目
玉
」
政
策
に
な
る
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
（
65
）

。
こ
こ
に
、
ス
ケ
ル
ト
ン
と
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン

の
〝
温
度
差
〟
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

）
二
八
（



建
設
的
保
守
主
義
と
戦
間
期
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
（
渡
邉
）

二
九

二
人
に
こ
の
よ
う
な
温
度
差
が
生
じ
た
理
由
も
し
く
は
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
保
守
党
内
で
「
産
業
資
本
家
や
大
実
業
家
を
中
心
と
す

る
（
若
手
進
歩
派
か
ら
見
た
）
頑
固
派
」
の
勢
い
が
上
昇
し
た
反
動
に
よ
っ
て
「
若
手
進
歩
派
を
代
表
す
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ル
ー
プ
」
の
勢
い

が
以
前
よ
り
弱
体
化
し
た
可
能
性
、
つ
ま
り
党
内
に
お
い
て
両
派
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
変
化
が
生
じ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
一
九
二
七
年
に
な
る
と
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
独
自
に
「
第
四
党
」

結
成
の
気
配
を
見
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
66
）

。

ま
た
、
内
外
の
政
策
に
お
い
て
「
強
硬
」
よ
り
も
「
宥
和
」（appeasem

ent

）
姿
勢
を
好
む
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
、
産
業
に
対
す
る
国

家
（
中
央
政
府
）
の

─
ト
ー
リ
ー
的
・
家
父
長
的
伝
統
に
基
づ
い
た

─
介
入
政
策
に
関
し
て
も
、「
介
入
容
認
派
」（
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ル
ー

プ
な
ど
）
と
「
介
入
反
対
派
」（
企
業
経
営
者
出
身
議
員
な
ど
）、
両
派
の
中
間
的
立
場
に
あ
っ
た
。
産
業
界
の
安
定
こ
そ
自
分
の
政
府
の
役

割
と
信
じ
た
実
業
家
出
身
党
首
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
、
前
者
の
考
え
に
同
情
・
共
感
を
示
し
し
つ
つ
も
、
や
は
り
前
提
と
し
て
は
後
者
と

同
じ
立
ち
位
置
だ
っ
た
（
67
）

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
「
党
首
」
と
い
う
立
場
上
、
党
内
団
結
維
持
の
た
め
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
に

配
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い
彼
の
現
実
的
ス
タ
ン
ス
が
、
ス
ケ
ル
ト
ン
（
党
内
進
歩
派
）
と
の
温
度
差
を
最
終
的
に
生
じ
さ
せ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
ス
ケ
ル
ト
ン
の
建
設
的
保
守
主
義
は
、
主
と
し
て
党
首
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
態
度
や
レ
ス
ポ
ン
ス
全
体
に
一
定
の

影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
た
。
他
方
で
、
一
九
二
四
年
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
お
よ
び
保
守
党
の
政
策
的
立
場
（
保
守
主
義
）
に
知
的
理
論
的

根
拠
な
い
し
哲
学
的
裏
づ
け
を
部
分
的
に
与
え
た
と
い
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
一
九
二
四
年
に
限
定
す
る
な
ら
、
ス

ケ
ル
ト
ン
の
建
設
的
保
守
主
義
や
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
助
け
を
借
り
た
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
も
ま
た
、
戦
間
期
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
・
保
守

主
義
の
政
策
や
思
想
面
に
お
い
て
、
責
任
野
党
「
党
首
」
と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
て
い
た
と
理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

）
二
九
（



政
経
研
究

　第
五
十
八
巻
第
一
号
（
二
〇
二
一
年
六
月
）

三
〇

四
．
結
　
語

こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
建
設
的
保
守
主
義
の
特
質
、
建
設
的
保
守
主
義
が
戦
間
期
当
時
の
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
党
に
お
よ
ぼ
し
た

影
響
と
し
て
、
以
下
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う

─
①
大
衆
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
突
入
し
、
失
業
や
住
宅
な
ど
経
済
社
会
問
題
の

増
加
と
社
会
主
義
（
労
働
党
）
の
抬
頭
が
重
要
な
政
治
課
題
と
な
っ
た
「
新
し
い
時
代
」（
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
即
ち
戦
間
期
）
に
相
応
し

い
限
定
的
介
入
志
向
の
「
進
歩
的
保
守
主
義
」
の
あ
り
方
を
独
自
の
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
と
い
う
形
で
逸
早
く
示
し
た
こ
と
。
②
具
体
的

に
は
、
経
済
社
会
問
題
の
政
治
的
解
決
や
社
会
主
義
・
左
派
と
の
戦
い
の
た
め
、
保
守
主
義
に
内
在
す
る
（
ド
グ
マ
で
は
な
く
）〝
プ
リ
ン

シ
プ
ル
〟
を
積
極
的
に
適
用
し
活
用
す
る
「
建
築
士
」
的
役
割
を
果
た
す
必
要
性
を
訴
え
た
こ
と
。
③
課
題
の
解
決
・
社
会
主
義
と
の
戦

い
・
社
会
と
国
家
の
安
定
、
こ
れ
ら
の
処
方
箋
と
し
て
社
会
改
良
の
ほ
か
、「
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
な
ど
今
日
で
も
再
利
用
可
能

な
創
造
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
唱
え
た
こ
と
。
④
そ
の
根
底
を
成
す
理
念
と
し
て
、「
関
与
」「
所
有
」「
協
同
」
と
い
っ
た
〝
積
極
的
〟
か
つ

〝
非
戦
闘
的
〟
で
〝
寛
容
的
〟
な
レ
ト
リ
ッ
ク
を
重
視
し
た
こ
と
。
⑤
党
内
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
中
心
と
す
る
若
手
進
歩
派
保
守
党
議

員
た
ち
へ
の
知
的
影
響
な
ど
を
通
じ
て
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
党
（
特
に
野
党
期
）
の
〝
進
歩
的
〟
要
素
を
思
想
面
で
ア
シ
ス
ト
な
い

し
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割
を
担
っ
た
こ
と
。

そ
う
し
た
意
味
で
ス
ケ
ル
ト
ン
の
建
設
的
保
守
主
義
は
、
新
し
い
時
代
を
迎
え
混
迷
を
深
め
た
イ
ギ
リ
ス
の
安
定
と
い
う
「
目
的
」
が

実
現
可
能
で
、
し
か
も
新
た
な
政
敵
・
社
会
主
義
や
労
働
党
に
も
対
抗
可
能
な
実
践
的
「
手
段
」
に
も
な
り
得
る

─
文
字
ど
お
り

─

『
建
設
的
な
』
保
守
主
義
と
呼
べ
る
政
策
的
立
場
（
対
抗
軸
）
あ
る
い
は
知
的
・
哲
学
的
理
論
武
装
の
一
つ
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。

）
三
一
（



建
設
的
保
守
主
義
と
戦
間
期
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
（
渡
邉
）

三
一

し
た
が
っ
て
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
研
究
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
（P

hilip W
illiam

son

）
に
よ
る
最
新
の
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
「
一
九
二
四
年
か
ら
一
九
二
五
年
の
初
頭
に
か
け
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
保
守
主
義
（positive C

onservatism

）
を
効
果

的
に
示
し
た
と
い
う
事
実
は
紛
れ
も
な
く
明
ら
か
（
68
）

」
で
あ
る
。
加
え
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン
は
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
一
九
二
三
年
に
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
が
っ
て
い
た
内
容
と
し
て
、
保
護
主
義
の
導
入
、
保
守
主
義
者
特
有
で
し
か
も
比
較
的
反
動
色
の
濃
い
階
級
的

本
能
へ
の
抵
抗
、
そ
し
て
建
設
的
保
守
主
義
の
提
示
を
挙
げ
て
い
る
（
69
）。（

傍
線
引
用
者
）

こ
の
よ
う
に
し
て
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
保
守
主
義
を
捉
え
直
し
て
み
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
史
家
ラ
ム
ス
デ
ン
（John R

am
sden

）

の
主
張
、
即
ち
「
保
守
主
義
の
思
想
に
対
す
る
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
貢
献
は
政
策
で
も
哲
学
の
強
調
で
も
な
い
。
そ
れ
は
態
度
や
レ
ス
ポ

ン
ス
に
あ
る
。
抽
象
的
な
セ
オ
リ
ー
と
か
固
定
的
な
政
策
と
か
で
は
な
い
（
70
）

」
と
い
う
古
典
的
見
解
に
関
し
て
は
、
戦
間
期
も
し
く
は

ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
政
権
期
全
体
を
総
合
的
に
俯
瞰
す
れ
ば
確
か
に
ほ
ぼ
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
論
及
の
対
象
を
野
党
時
代
の
一
九
二
四
年
に
限
定
し
た
場
合
、
こ
の
ラ
ム
ス
デ
ン
の
見
解
に
は
や
や
疑
問
が
残
る
。

野
党
「
党
首
」
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
、
前
述
のN

ew
 C

onservatism

と
い
う
路
線
・
政
策
面
の
刷
新
だ
け
で
な
く
「
建
築
士
」
的
か
つ

「
進
歩
」
的
な
保
守
の
あ
り
方
を
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
通
じ
て
当
時
の
自
由
党
や
労
働
党
に
も
対
抗
で
き
る
独
自
の
政
治
哲
学
を
イ
ギ
リ

ス
保
守
主
義
に
あ
る
程
度
導
入
し
た
と
も
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
そ
う
し
た
形
で
ス
ケ
ル
ト
ン
の
建
設
的
保
守
主
義
も
ま
た
、
短
い

野
党
期
間
を
通
じ
て
「
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
」
の
形
成
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

本
稿
で
は
紙
幅
や
論
題
の
都
合
で
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
い
し
政
治
思
想
的
側
面
を
深
く
追
究
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
加
え
て
「
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
保
守
主
義
は
中
道
派
（the C

entre

）
保
守
の
伝
統
と
合
致
す
る
の
か
」
と
い
う
関
連

テ
ー
マ
も
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
こ
れ
ら
二
点
を
今
後
の
研
究
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。

）
三
一
（



政
経
研
究

　第
五
十
八
巻
第
一
号
（
二
〇
二
一
年
六
月
）

三
二

（
1
） 

ス
ケ
ル
ト
ン
は
、
一
八
八
〇
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
エ
ジ
ン
バ
ラ
に
生
ま
れ
た
。
エ
ジ
ン
バ
ラ
大
学
と
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
歴
史
や

法
律
を
学
ん
だ
後
、
弁
護
士
と
し
て
主
に
離
婚
訴
訟
な
ど
を
担
当
し
た
。
ま
た
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
は
陸
軍
大
尉
と
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
騎
兵

隊
に
従
軍
し
た
経
験
を
も
つ
と
さ
れ
る
。

彼
の
政
治
キ
ャ
リ
ア
の
出
発
点
は
一
九
一
〇
年
（
一
二
月
）
総
選
挙
初
出
馬
に
求
め
ら
れ
る
が
、
こ
の
時
は
自
由
党
候
補
者
に
敗
れ
て
落
選
し
て

い
る
。
そ
の
後
、
新
設
さ
れ
た
パ
ー
ス
（P

erth

）
選
挙
区
か
ら
出
馬
し
た
一
九
二
二
年
総
選
挙
で
初
当
選
を
飾
る
も
、
そ
の
翌
年
の
一
九
二
三
年

総
選
挙
で
再
び
落
選
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
し
か
し
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
党
が
政
権
復
帰
を
果
た
し
た
一
九
二
四
年
総
選
挙
で
再
選
し
て
以
来
、

死
去
す
る
一
九
三
五
年
ま
で
一
貫
し
て
保
守
党
下
院
議
員
で
あ
り
続
け
た
。

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
で
の
彼
の
政
治
的
ス
タ
ン
ス
に
関
し
て
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
治
に
は
反
対
、
し
か
し
土
地
改
革
や
労
使
関
係
な
ど
に
つ
い
て

は
比
較
的
進
歩
的
な
立
場
を
表
明
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

C
f. D

avid T
orrance, N

oel S
kelton

 an
d

 th
e P

roperty-O
w

n
in

g D
em

ocracy 

（L
ondon: B

iteback P
ublishing

） 2010.

因
み
に
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
自
治
を
め
ぐ
る
反
対
姿
勢
と
の
関
連
で
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
は
、
一
八
八
六
年
か
ら
一
九
二
〇
年
代
頃
に
か
け
て
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
の
分
離
・
独
立
を
批
判
し
、
連
合
王
国
の
統
一
維
持
を
支
持
す
る
立
場
か
ら
「
統
一
党
」（U

nionists

）
と
い
う
名
称
も
併
用
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
「
保
守
党
」
と
い
う
一
般
的
な
呼
称
を
用
い
る
が
、
当
時
の
党
組
織
の
正
式
名
称
な
ど
を
表
記
し
た
り
、

引
用
箇
所
を
原
文
ど
お
り
示
し
た
り
す
る
場
合
は
、「
統
一
党
」
と
い
う
名
称
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
。

（
2
） M

artin P
ugh, T

h
e M

akin
g of M

od
ern

 B
ritish

 P
olitics 1867-1939, second edition 

（O
xford: B

lackw
ell

） 1993, pp. 228-235.

（
3
） 

責
任
野
党
、
あ
る
い
は
潜
在
的
政
権
政
党
と
は
、
単
に
政
府
与
党
を
批
判
す
る
だ
け
で
政
権
獲
得
を
目
指
す
こ
と
の
な
い
「
抵
抗
政
党
」
と
し

て
の
野
党
で
は
な
く
、
か
つ
て
政
権
を
担
っ
た
経
験
が
あ
り
、
選
挙
結
果
次
第
で
は
今
後
も
政
権
を
担
う
可
能
性
の
高
い
「
現
・
野
党
」
を
指
す
。

し
た
が
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
二
大
政
党
の
一
翼
を
構
成
し
て
い
る
第
一
野
党
（the O

pposition

）
も
、
こ
こ
で
い
う
責
任
野
党
に
含
ま
れ
る
こ
と
に

な
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
責
任
野
党
、
即
ち
〝
オ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
〟
の
理
論
や
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
研
究
　
政
権
交

代
の
あ
り
方
と
オ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
力
』
時
潮
社
、
二
〇
〇
九
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

）
三
二
（



建
設
的
保
守
主
義
と
戦
間
期
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
（
渡
邉
）

三
三

（
4
） 

本
稿
で
い
う
「
一
九
二
二
年
政
変
」
と
は
、
一
九
二
二
年
一
〇
月
一
九
日
に
カ
ー
ル
ト
ン
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
保
守
党
議
員
総
会
（the 

C
arlton C

lub m
eeting

）
お
よ
び
議
員
投
票
の
結
果
、
党
幹
部
の
「
連
立
継
続
」
方
針
に
反
し
て
、「
第
一
次
世
界
大
戦
後
も
四
年
ほ
ど
続
い
た
、

自
由
党
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
派
と
の
連
立
を
解
消
し
た
こ
と
」、「
そ
れ
に
よ
っ
て
保
守
党
単
独
で
次
期
（
一
九
二
二
年
）
総
選
挙
を
戦
っ
た
こ
と
」

を
意
味
し
て
い
る
。

同
時
に
、
連
立
シ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
保
守
党
が
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
を
首
相
の
座
か
ら
引
き
ず
り
お
ろ
し
、
し
か
も
そ
の
約
一
か
月
後
に
行

わ
れ
た
一
九
二
二
年
総
選
挙
で
圧
勝
し
た
結
果
、
一
九
〇
五
年
以
来
と
な
る
保
守
党
自
前
の
単
独
内
閣
・
ボ
ナ
＝
ロ
ー
内
閣
が
成
立
し
た
出
来
事
で

も
あ
る
。

し
た
が
っ
て
一
九
二
二
年
政
変
は
、
保
守
党
一
般
議
員
を
主
体
と
す
る
一
連
の
党
内
造
反
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
政
権
交
代
劇
（
政
変
）
と
い
い
換

え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
九
二
二
年
政
変
の
経
緯
・
背
景
や
そ
の
政
治
史
的
意
義
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
さ
し
あ
た
り
、
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
保
守
主
義
か
ら
見
た

一
九
二
二
年
政
変
の
再
検
討
─
ス
タ
ン
リ
ー
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
保
守
主
義
思
想
を
中
心
と
し
て
─
」（『
政
経
研
究
』
第
五
六
巻
第
二
号
、
日
本

大
学
法
学
会
、
二
〇
一
九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
） 

こ
の
時
点
で
咽
喉
癌
を
患
っ
て
い
た
ボ
ナ
＝
ロ
ー
が
健
康
上
の
理
由
で
総
辞
職
し
た
後
、
そ
の
後
継
党
首
・
首
相
に
は
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
就

任
し
た
。
そ
の
結
果
一
九
二
三
年
五
月
二
二
日
、（
第
一
次
）
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
内
閣
が
成
立
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

（
6
） D

. T
orrance, op. cit., p. 221.

（
7
） 

主
要
三
党
の
一
九
二
二
年
総
選
挙
結
果
は
以
下
の
と
お
り
〔
定
数
六
一
五
議
席
、
投
票
率
七
一
・
三
％
〕

保
守
党

三
四
五
議
席
　（
得
票
率
三
八
・
二
％
）

労
働
党

一
四
二
議
席
　（
得
票
率
二
九
・
五
％
）

自
由
党
連
立
派

　
六
二
議
席
　（
得
票
率
一
一
・
六
％
）

自
由
党
反
連
立
派
　
　
五
四
議
席
　（
得
票
率
一
七
・
五
％
）

C
f. R

oger M
ortim

ore and A
ndrew

 B
lick

（eds.

）, B
u

tler’s B
ritish

 P
olitical F

acts

（L
ondon: P

algrave M
acm

illan

）2018, p.377.

）
三
三
（



政
経
研
究

　第
五
十
八
巻
第
一
号
（
二
〇
二
一
年
六
月
）

三
四

因
み
に
、
こ
の
総
選
挙
を
通
じ
て
労
働
党
は
、
イ
ギ
リ
ス
憲
政
史
上
初
め
て
（
同
党
史
上
初
の
）
国
政
第
二
党
（
最
大
野
党
）
に
躍
進
を
遂
げ
た
。

こ
う
し
た
事
実
も
、
建
設
的
保
守
主
義
や
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
保
守
主
義
の
政
治
的
背
景
と
し
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

（
8
） 

Ibid., pp. 221-223.

（
9
） 

Ibid
., p. 223.

（
10
） 

Ibid., p. 223.

（
11
） 

Ibid., p. 224.

（
12
） 

Ibid
., p. 224.

（
13
） 

主
要
三
党
の
一
九
二
三
年
な
ら
び
に
一
九
二
四
年
総
選
挙
結
果
は
以
下
の
と
お
り
〔
定
数
六
一
五
議
席
〕

［
一
九
二
三
年
総
選
挙
］　
投
票
率
七
〇
・
八
％

［
一
九
二
四
年
総
選
挙
］　
投
票
率
七
六
・
六
％

保
守
党

二
五
八
議
席
　（
得
票
率
三
八
・
一
％
）

四
一
九
議
席
　（
得
票
率
四
八
・
三
％
）

労
働
党

一
九
一
議
席
　（
得
票
率
三
〇
・
五
％
）

一
五
一
議
席
　（
得
票
率
三
三
・
〇
％
）

自
由
党

一
五
九
議
席
　（
得
票
率
二
九
・
六
％
）

　
四
〇
議
席
　（
得
票
率
一
七
・
六
％
）

C
f. R

. M
ortim

ore and A
. B

lick

（eds.
）, op. cit., p.377.

（
14
） D

. T
orrance, op. cit., p. 225.

（
15
） 

ホ
ー
ン
は
、
ス
ケ
ル
ト
ン
と
同
じ
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
で
、
企
業
経
営
者
や
弁
護
士
を
経
て
政
界
入
り
し
た
保
守
党
下
院
議
員
。
第
一
次
世

界
大
戦
後
は
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
連
立
内
閣
で
労
働
大
臣
や
商
務
大
臣
、
大
蔵
大
臣
を
歴
任
し
た
大
物
政
治
家
で
も
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
一
九
二
二
年
の
政
変
で
は
連
立
継
続
派
の
立
場
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
連
立
解
消
派
の
ボ
ナ
＝
ロ
ー
や
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
と
対
立
す

る
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
れ
に
加
え
、
社
交
界
で
の
派
手
な
振
舞
い
も
手
伝
っ
て
、
党
首
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
と
の
関
係
は
基
本
的
に
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て

い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
　C

f. Ibid., pp. 59-60.

（
16
） 

Ibid., pp. 59-60.

（
17
） 

‘Introduction ’ by the R
ight H

on. S
ir R

obert H
orne, G

.B
.E

., K
.C

., M
.P

. in N
oel S

kelton, C
on

stru
ctive C

on
servatism

 

）
三
四
（



建
設
的
保
守
主
義
と
戦
間
期
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
（
渡
邉
）

三
五

（E
dinburgh and L

ondon: W
illiam

 B
lackw

ood and S
ons

） 1924, p. 4.
（
18
） 

Ibid., pp. 5-6.
（
19
） 

Ibid
., p. 6.

（
20
） 
前
掲
註（
17
）で
示
し
て
い
る
よ
う
に
ホ
ー
ン
の
「
序
論
」
と
ス
ケ
ル
ト
ン
の
「
本
編
」
に
関
す
る
分
析
に
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
大
学
ボ
ド
リ

ア
ン
図
書
館
（B

odleian L
ibrary, U

niversity of O
xford

）
所
蔵
のN

oel S
kelton w

ith an Introduction by the R
ight H

on. S
ir R

obert 

H
orne G

.B
.E

., K
.C

., M
.P

., C
on

stru
ctive C

on
servatism

 

（E
dinburgh and L

ondon: W
illiam

 B
lackw

ood and S
ons

） 1924

を
底
本
と

し
て
使
用
し
た
。
ま
た
、
同
図
書
館
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
に
は
利
用
面
で
大
変
親
切
に
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
篤
く
御
礼
を
申
し
上

げ
た
い
。

（
21
） 

Ibid., pp. 7-8.

（
22
） 

Ibid., pp. 8-9.

（
23
） 

Ibid., p. 9.

（
24
） 

Ibid., p. 9.

（
25
） 

Ibid., p. 10

（
26
） 

Ibid., pp. 10-11, p. 13.

第
一
次
世
界
大
戦
を
通
じ
て
英
国
民
の
気
質
（
そ
の
技
術
力
や
自
尊
心
、
独
立
独
行
の
精
神
、
責
任
能
力
な
ど
）
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
が
「
教
育
さ

れ
た
民
主
主
義
の
国
」
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
渡
っ
た
と
、
ス
ケ
ル
ト
ン
は
補
足
説
明
し
て
い
る
。

（
27
） 

Ibid., pp. 14-15.

（
28
） 

Ibid., p. 16.

（
29
） 

Ibid., pp. 16-17.

ス
ケ
ル
ト
ン
に
よ
れ
ば
、
社
会
主
義
で
は
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
達
成
で
き
ず
、
そ
の
た
め
給
与
所
得
者
が
財
産
所
有
者
に
な
ろ
う
と
す
る

努
力
は
保
守
主
義
に
の
み
関
連
づ
け
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。
　C

f. Ibid., pp. 19-20.

）
三
五
（



政
経
研
究

　第
五
十
八
巻
第
一
号
（
二
〇
二
一
年
六
月
）

三
六

（
30
） 

Ibid., pp. 23-24.
（
31
） 

Ibid., pp. 20-23.
（
32
） 

Ibid., pp. 24-25.

（
33
） 

Ibid., p. 31.

（
34
） 

Ibid., p. 27.

（
35
） 

Ibid
., pp. 28-30.

（
36
） 

Ibid
., p. 30.

（
37
） 

Ibid., pp. 30-31.

こ
こ
で
ス
ケ
ル
ト
ン
が
述
べ
て
い
る
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
保
護
手
段
」
と
は
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
38
） A

nthony S
eldon, ‘C

onservative C
entury ’, in A

. S
eldon and S

tuart B
all 

（eds.

）, C
on

servative C
en

tu
ry  T

h
e C

on
servative 

P
arty sin

ce 1900 （O
xford: O

xford U
niversity P

ress

） 1994, p. 59.

一
九
九
〇
年
頃
の
イ
ギ
リ
ス
で
、
大
凡
一
、一
〇
〇
万
人
も
の
株
主
が
保
守
党
の
政
策
を
支
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
と
し
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー

政
権
時
代
に
実
施
さ
れ
た
公
営
住
宅
売
却
と
、
そ
れ
に
伴
う
所
有
権
保
有
者
の
増
加
を
セ
ル
ド
ン
は
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
政
策
は
「
財
産
所

有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
い
う
ス
ケ
ル
ト
ン
の
考
え
を
実
現
す
る
う
え
で
も
役
立
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
39
） John B

arnes, ‘Ideology and F
actions ’, op. cit., p. 326.

（
40
） 

（https://w
w

w
.conservativehom

e.com
/highlights/2014/09/nick-pearce-a-view

-from
-the-left-of-the-conservativehom

e-

m
anifesto.htm

l

）［
二
〇
二
〇
年
四
月
三
〇
日
閲
覧
・
最
終
確
認
］

因
み
に
マ
ク
ミ
ラ
ン
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
住
宅
建
設
ブ
ー
ム
の
知
的
根
拠
に
「
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
を
用
い
た
こ
と
で
知
ら
れ

て
い
る
。

（
41
） D

. T
orrance, op. cit., p. 217.

キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
二
〇
〇
六
年
一
月
三
〇
日
に
行
っ
た
現
代
保
守
主
義
に
関
す
る
演
説
（D

em
os

演
説
）
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
…

）
三
六
（



建
設
的
保
守
主
義
と
戦
間
期
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
（
渡
邉
）

三
七

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
こ
う
し
た
病
弊
の
兆
候
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
原
因
に
も
対
処
し
よ
う
と
し
た
の
で
す
。（
中
略
）

し
か
し
も
っ
と
根
本
的
に
重
要
な
の
は
、
無
数
の
労
働
組
合
員
と
そ
の
家
族
が
財
産
所
有
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
初
め
て
参
加
で
き
る
機
会
を
彼
女
が
与

え
て
く
れ
た
と
い
う
点
で
す
。
公
営
住
宅
を
民
間
に
売
却
し
た
結
果

─
一
九
九
七
年
ま
で
に
、
四
〇
〇
万
人
以
上
の
マ
イ
ホ
ー
ム
所
有
者
が
誕
生

し
た
か
ら
で
す
。」

（https://w
w

w
.theguardian.com

/politics/2006/jan/30/conservatives.davidcam
eron

）［
二
〇
二
〇
年
七
月
二
七
日
閲
覧
・
最
終
確
認
］

（
42
） 

Ibid., p. 218.

（
43
） 

こ
の
年
の
総
選
挙
に
自
由
党
が
圧
勝
し
た
こ
と
を
受
け
て
、「
下
院
優
位
の
原
則
」
と
し
て
知
ら
れ
る
貴
族
院
改
革
が
実
現
し
た
。
加
え
て
、

古
典
的
な
消
極
的
自
由
主
義
と
は
異
な
り
、
社
会
を
改
良
す
る
目
的
で
国
家
（
中
央
政
府
）
の
介
入
を
容
認
す
る
積
極
的
な
現
代
型
自
由
主
義
、
即

ち
「
新
し
い
自
由
主
義
」（N

ew
 L

iberalism

）
の
理
念
に
基
づ
く
一
連
の
社
会
立
法
（
例
え
ば
、
健
康
保
険
・
失
業
保
険
制
度
な
ど
）
も
次
々
と

実
現
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

そ
の
意
味
で
イ
ギ
リ
ス
史
に
お
け
る
こ
の
時
期
は
、
コ
レ
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
法
制
化
に
伴
う
、「
伝
統
的
救
貧
法
体
制
」
か
ら
「
現
代
型
福
祉

国
家
体
制
」
へ
の
移
行
期
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
松
浦
高
嶺
『
イ
ギ
リ
ス
現
代
史
』
山
川
出
版
社
、

一
九
九
七
年
、
一
三
八
─
一
三
九
頁
を
参
照
。

（
44
） 

Ibid., p. 10.

（
45
） 

Ibid., p. 11, p. 27.

（
46
） D

avid D
utton, D

ou
glas-H

om
e

（L
ondon: H

aus P
ublishing

）2006, p. 5.

（
47
） 

Ibid., pp. 6-7.

（
48
） 

T
h

e T
im

es, 18 F
ebruary 1926.

（
49
） John B

arnes, ‘Ideology and F
actions ’, in A

. S
eldon and S

. B
all 

（eds.

）, op. cit., p. 326.

も
っ
と
も
、
こ
の
「
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
バ
ー
ネ
ス
は
、
社
会
的
関
心
の
高
さ
、
な
ら
び
に
殊
勝
さ
が
入
り
混
じ
っ
た
彼
ら
の
性

質
ゆ
え
、
彼
ら
とthe Y

oung M
an ’s C

hristian A
ssociation

（
引
用
者
註
・
本
来
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
意
味
）
を
結
び
つ
け
た
の
は
、
彼
ら
の
政
敵

）
三
七
（



政
経
研
究

　第
五
十
八
巻
第
一
号
（
二
〇
二
一
年
六
月
）

三
八

（
引
用
者
注
・
党
内
保
守
派
や
頑
固
派
の
長
老
議
員
た
ち
）
の
ほ
う
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
　Ibid., p. 326.

（
50
） D

. T
orrance, op. cit., p. 10.

（
51
） 

Ibid., p. 69.

（
52
） 
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
支
援
し
、
ネ
ヴ
ィ
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
を
通
じ
て
一
九
二
四
年
に
閣
議
提
出
さ
れ
た

「
住
宅
・
保
健
・
地
方
自
治
な
ど
を
め
ぐ
る
改
革
リ
ス
ト
」
を
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
了
承
し
、
労
働
組
合
の
政
治
資
金
調
達
に
関
す
る
法
案
を
め

ぐ
る
問
題
（
一
九
二
五
年
）
で
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
政
権
側
が
成
功
を
収
め
た

─
全
体
と
し
て
こ
れ
ら
二
つ
が
「
党
内
反
動
派
に
対
す
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

グ
ル
ー
プ
の
勝
利
」
と
評
価
さ
れ
た
こ
と
。
加
え
て
、
労
働
党
へ
の
屈
伏
と
い
う
理
由
で
党
内
極
端
派
が
批
判
し
て
い
た
石
炭
業
界
助
成
案
を
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ル
ー
プ
側
が
全
会
一
致
で
支
持
し
た
こ
と
。
か
よ
う
な
一
連
の
事
象
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
　Ibid., pp. 81-82.

（
53
） 

Ibid., pp. 70-71.

因
み
に
ト
ラ
ン
ス
に
よ
る
と
、
一
九
二
四
年
総
選
挙
以
前
か
ら
互
い
に
面
識
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
の
二
大
出
自
と

し
て
、
①
ス
ケ
ル
ト
ン
や
マ
ク
ミ
ラ
ン
を
そ
の
典
型
と
す
る
大
学
卒
・
中
産
階
級
出
身
の
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
系
」
議
員
、
②
ダ
ー
ビ
ー
卿

（L
ord D

erby

）
の
子
息
ス
タ
ン
リ
ー
（O

liver S
tanley

）
に
代
表
さ
れ
る
「
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
系
」
議
員
の
二
つ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
関
し
て
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
独
自
組
織
を
も
た
な
い
ル
ー
ズ
な
院
内
グ
ル
ー
プ
で
し
か
な
か
っ
た
と
か
、
明
確

な
決
意
表
明
も
皆
無
だ
っ
た
な
ど
、「
問
題
点
」
が
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
　Ibid

., pp. 71-72.

（
54
） 

Ibid., pp. xi-xii.

そ
の
た
め
、
戦
間
期
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
で
は
ス
ケ
ル
ト
ン
の
「
建
設
的
保
守
主
義
」
論
（
一
九
二
三
─
二
四
年
）
を
皮
切
り
に
、
党
内
論
争
を

巻
き
起
こ
し
や
す
い
類
似
のC

onservative T
exts

が
数
多
く
刊
行
さ
れ
た
。
ス
ケ
ル
ト
ン
の
著
作
も
含
め
た
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
以

下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　C

f. E
. H

. H
. G

reen, Id
eologies of C

on
servatism

   C
on

servative P
olitical Id

eas in
 th

e T
w

en
tieth

 

C
en

tu
ry （O

xford: O
xford U

niversity P
ress

） 2002, p. 8.

・N
oel S

kelton, C
on

stru
ctive C

on
servatism

 （1924

）

・R
obert B

oothby, H
arold M

acm
illan, John L

oder and O
liver S

tanley, In
d

u
stry an

d
 th

e S
tate 

（1927

）

）
三
八
（
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三
九

・W
alter E

lliot, T
oryism

 an
d

 th
e T

w
en

tieth
 C

en
tu

ry 

（1927

）

・A
rthur B

ryant, T
h

e S
pirit of C

on
servatism

 

（1927

）

・H
arold M

acm
illan, T

h
e M

id
d

le W
ay （1938

）

（
55
） D

. T
orrance, op. cit., pp. 74-75, p. 43.

（
56
） 

Ibid
., p. 44.

（
57
） John R

am
sden, T

h
e A

ge of B
alfou

r an
d

 B
ald

w
in

 1902-1940 

（N
ew

 Y
ork: L

ongm
an

） 1978, p. 190.

「
ホ
テ
ル
・
セ
シ
ル
演
説
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
書
所
載G

lean
in

gs an
d

 M
em

oran
d

a, M
ar 1924

の
内
容
を
参
照
の
こ
と
。

（
58
） D

. T
orrance, op. cit., pp. 51-52, p. 57.

（
59
） 

T
h

e T
im

es, 5 M
ay 1924.

な
お
、
本
稿
執
筆
時
、〝
コ
ロ
ナ
禍
〟
の
た
め
渡
英
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
現
地
図
書
館
等
で
同
演
説
内
容
の
原
本
を
直
接
確
認
す
る
こ
と
が
不

可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
タ
イ
ム
ズ
紙
の
記
事
か
ら
引
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

（
60
） 

L
ookin

g A
h

ead
: A

 R
e-statem

en
t of U

n
ion

ist P
rin

ciples an
d

 A
im

s 

（N
ational U

nionist A
ssociation

） 1924, p. 6.

（
61
） 

Ibid
., pp. 9-10.

（
62
） 

ネ
ヴ
ィ
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
、
刊
行
の
一
月
前
、
姉
妹
に
宛
て
た
書
簡
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
木
曜
の
朝
に
開
か
れ
た
幹
部
会
で
は
私
の
考
え
が
十
分
理
解
し
て
も
ら
え
た
の
で
、
い
つ
も
ど
お
り
の
や
や
と
り
と
め
の
な
い
議
論
が
行
わ
れ

た
後
、
私
の
草
案“aim

s &
 principles ”

が
基
本
的
な
た
た
き
台
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
我
々
に
は
、
そ
れ
を
完
璧
に
調
整
す
る
だ

け
の
時
間
が
さ
ほ
ど
な
か
っ
た
の
だ
が
、
プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
で
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
が
行
っ
た
演
説
内
容
・
文
言
の
一
部
が
世
間
で
認
め
ら
れ
た
か
ら
こ

そ
、
こ
の
よ
う
な
結
果
に
な
っ
た
の
だ
と
思
う
。」（
傍
線
引
用
者
）

R
obert S

elf 

（ed.

）, T
h

e N
eville C

h
am

berlain
 D

iary letters, vol. 2   T
h

e R
eform

 Years, 1921-27 

（A
ldershot: A

shgate

） 2000,  

p. 219.

ま
た
、
上
記
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
書
簡
を
編
集
し
た
セ
ル
フ
（R

obert S
elf

）
も
、
そ
の
辺
の
事
情
を
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。「
…
…
チ
ェ
ン

）
三
九
（
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バ
レ
ン
は
、
関
税
改
革
の
一
時
中
止
で
空
い
て
し
ま
っ
た
心
の
隙
間
を
埋
め
る
た
め
、
一
九
二
四
年
に
登
場
し
たthe ‘N

ew
 C

onservatism
’

の
ア

ウ
ト
ラ
イ
ン
化
に
関
し
て
は
割
と
建
設
的
な
役
割
も
同
時
に
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
保
守
党
の
綱
領
を

─
特
に
社
会
政
策
に
関
し
て

─
再
び
声

明
せ
よ
と
の
圧
力
は
、
保
守
党
が
下
野
し
た
時
点
で
既
に
は
っ
き
り
表
れ
て
い
た
。（
中
略
）
二
月
、
ホ
テ
ル
・
セ
シ
ル
に
お
い
て
、
党
内
を
こ
れ

以
上
混
乱
に
巻
き
込
ま
な
い
よ
う
保
守
党
綱
領
の
目
玉
項
目
か
ら
一
般
関
税
導
入
を
一
切
削
る
と
決
め
て
以
来
、A

im
s and P

rinciples

の
存
在
・

内
容
は
、
政
治
的
安
定
と
社
会
改
良
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
関
税
改
革
の
代
わ
り
と
な
る
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ヴ
ァ
テ
ィ
ズ
ム
（popular 

C
onservatism

）
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
刊
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
控

え
目
な
「
静
穏
」
の
時
代
が
訪
れ
、
そ
し
て
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
そ
う
し
た
静
穏
の
時
代
に
ハ
ッ
キ
リ
話
し
て
イ
キ
イ
キ
と
表
現
す
る
人
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
ネ
ヴ
ィ
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
そ
の
筆
頭
建
築
士
（principal architect

）
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。」（
傍
線
引
用
者
）　

Ibid., pp. 18-20.

（
63
） D

. T
orrance, op. cit., pp. 71-72.

（
64
） 

‘C
onservative P

arty G
eneral E

lection M
anifesto 1924 M

r S
tanley B

aldw
in ’s election address ’ in Iain D

ale w
ith an 

introduction by A
listair B

. C
ooke, C

on
servative P

arty G
en

eral E
lection

 M
en

ifestos 1900-1997 

（L
ondon: R

outledge

） 2000,  

pp. 30-36

を
参
照
の
こ
と
。

因
み
に
、
当
初
の
積
極
的
主
張
が
こ
こ
で
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
要
因
に
つ
い
て
は
、「
総
選
挙
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
の
性
質
上
、
党
首
と
し
て
党
内

団
結
を
最
優
先
す
る
必
要
が
あ
り
、
党
内
右
派
の
意
見
や
主
張
も
そ
れ
な
り
に
幅
広
く
考
慮
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。

（
65
） D

. T
orrance, op. cit., pp. 108-109.

ト
ラ
ン
ス
に
よ
る
と
、
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
は
関
連
す
る
委
員
会
の
設
置
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
も
の
の
、
実
現
不
可
能
と
の
理
由
で
そ
れ
以
上
の
こ
と

は
一
切
せ
ず
、
党
内
機
関
の
Ｃ
Ｒ
Ｄ
も
ま
た
、
総
選
挙
で
の
ア
ピ
ー
ル
性
に
乏
し
い
と
考
え
て
冷
淡
な
態
度
を
取
っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、L

ookin
g A

h
ead

に
見
ら
れ
た
「
労
使
協
同
」
の
実
践
は
、
一
九
二
四
年
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い
て
は
一
切
そ
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
な

い
。
　Ibid., p. 108.

）
四
一
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（
66
） 

Ibid., p. 76.
（
67
） 

Ibid
., p. 76.

（
68
） P

hilip W
illiam

son, S
tan

ley B
ald

w
in   C

on
servative L

ead
ersh

ip an
d

 N
ation

al V
alu

es 

（C
am

bridge: C
am

bridge U
niversity 

P
ress

） 1999, p.153.

（
69
） 

Ibid., p.224.

（
70
） J. R

am
sden, op. cit., p. 219.

）
四
一
（
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（2３） 文化部台灣社區通社造發展史。
（2４） 文化部台灣社區通社造發展史。
（25） 文化部台灣社區通社造發展史。
（26） 文化部台灣社區通社造發展史。
（2７） 文化部台灣社區通社造發展史。
（28） 文化部台灣社區通社造發展史。
（29） 小林郁雄／まちづくりのマネージメントシステム（2006年『まちづく

り学』第 ４ 章まちづくりのマネージメント、朝倉書店）。
（３0） 文化部台灣社區通社造發展史。
（３1） 国土交通省地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律。
（３2） 文化部台灣社區通社造發展史。
（３３） 文化部台灣社區通社造發展史。
（３４） 行政院農業委員會重大政策推動特色休閒農業旅遊109－12－09。
（３5） 行政院農業委員會統計與出版品 ：趣遊農漁村體驗漁業大不同，漁業署

謝勝雄、夏光耀，10３年 ７ 月（第265期）。
（３6） 行政院農業委員會統計與出版品 ：森林生態旅遊推展之介紹林務局，森

林育樂組翁儷芯・鍾秋香，98年12月（第210期。
（３７） 2018 經濟部中小企業處 OTOP。
（３8） 國史館臺灣文獻館 FB。
（３9） 勞動部勞動力發展署多元就業開發方案。
（４0） 民國10３年（201４年） 2 月1７日行政院勞工委員會改制為勞動部。
（４1） 中央研究院（國際電腦漢字極異體字資料庫）。
（４2） 中華文化總會中華語文知識庫。
（４３） 中華文化總會中華語文知識庫。
（４４） 中華文化總會中華語文知識庫。
（４5） UN Department of Economic and Social Affairs Sustainable 

Development https://sdgs.un.org/。
（４6） UN Department of Economic and Social Affairs Sustainable 

Development https://sdgs.un.org/。
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深切的信賴鑲嵌；承先於漢字文化圈的社會理念，啟後於扣連聯合國1７

項永續發展目標，依循企業社會責任趨勢及社會企業蓬勃萌芽與再延伸

的相關議題，應能續開兩國交流的新契機。

（ 1 ） 中華語即中國語，日本也稱漢語。
（ 2 ） 中華民國行政院國情簡介。
（ ３ ） 資料來源參照中華民國內政部戶政司人口統計，「縣市結婚人數按原屬

國籍（按登記）」資料。
（ ４ ） 中華民國行政院主計總處國民所得統計摘要109年 8 月。
（ 5 ） 日本内閣府。
（ 6 ） 中華民國行政院依據《九二一震災重建暫行條例》第五條第一項規定設

置行政院九二一震災災後重建推動委員會，2000年 6 月 1 日於南投縣中興新

村正式成立，2006年 2 月 ４ 日，《九二一震災重建暫行條例》施行期滿廢止，
九二一重建會隨之結束。

（ ７ ） 參考文獻 Pfeffer, J. （200３）. J. Pfeffer& G. R. Salancik, The External 
Control of Organizations: A Resource Dependence Perspective。

（ 8 ） 參考文獻 Pfeffer , J. &G .R .Salancik 合著，俞慧芸譯注200７，《組織

的外部控制─資源依賴觀點》。聯經出版。
（ 9 ） Edward Relph, 19７6. Place and placelessness （London : Pion）。
（10） Brown, B., Perkins, D. D., & Brown, G. （200３）. Place Attachment in a 

Revitalizing Neighborhood: Individual and Block Levels of Analysis. 
Journal of Environmental Psychology, 2３。

（11） 中華民國九十六年四月十六日總統府月會專題報告「縮短城鄉文化差

距」─人才培育與社區營造。
（12） 文化部台灣社區通社造發展史。
（1３） 文化部台灣社區通社造發展史。
（1４） https://ja.wikipedia.org/wiki/ 地域おこし。
（15） https://ja.wikipedia.org/wiki/ 地域おこし。
（16） 小林郁雄／まちづくりのマネージメントシステム（2006年『まちづく

り学』第 ４ 章まちづくりのマネージメント、朝倉書店）。
（1７） 小林郁雄／まちづくりのマネージメントシステム（2006年『まちづく

り学』第 ４ 章まちづくりのマネージメント、朝倉書店）。
（18） https://ja.wikipedia.org/wiki/ 地域おこし。
（19） 文化部台灣社區通社造發展史。
（20） https://ja.wikipedia.org/wiki/ 地域おこし。
（21） 文化部台灣社區通社造發展史。
（22） 文化部台灣社區通社造發展史。
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表11．聯合國 SDGs 17項目標（Goals）及169細項目標（Targets）（46）

本講演整理

７ ．日本值得誇耀的企業社會責任精神與社會企業風範

日本企業職人精神，專注本業老店傳承的品牌傳續風格，持續精進技

藝傳承，蔚為商業經營者學習與追求的典範。日本近江商人所提倡的：

「三方好：買方好、賣方好、世間好」（売り手によし、買い手によし、世間

によし）的經營理念也多被視為典型社會型永續經營典範，此外當今日本

京瓷（京セラ）企業，名譽會長稻盛和夫先生所諭示之：「敬天愛人，始

終以光明正大、謙虛的心對待工作、敬奉天理、關愛世人、熱愛工作、

熱愛公司、熱愛祖國。」（天を敬い（うやまい）、人を愛する常に公明正大謙

虚な心で仕事にあたり天を敬い人を愛し仕事を愛し会社を愛し国を愛する心。）

社訓，其所展現的價值觀與英國學者 John Elkington 提出三重底線

（Triple Bottom Line economic, environmental and social））所指之企業要永續

發展原則須兼顧：經濟責任、環境責任與社會責任三個面向的概念，實

有異曲同工之妙。

台日之間自19７2年起雖無正式國與國之邦交，但在彼此資源需求與相

互依賴的進程中仍有效地發展了雙邊實質而有意義的關係，民間力量開

展了跨越官方關係的發展，包括了經濟面的前茅性現況，社會面多元相

互交流及往來等；即令台日之間目前無邦交關係，但各方交流處在穩定

持續向好的方向路程中，地方產業發展較工業商業貿易的本質更貼近於

人文與風土，永續發展需要有更高瞻命運共同體的認知，讓彼此發展更

）
四
四
（
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6.1　永續發展目標 

目標 1 ．消除各地一切形式的貧窮。

目標 2 ．消除飢餓，達成糧食安全，改善營養及促進永續農業。

目標 ３ ．確保健康及促進各年齡層的福祉。

目標 ４ ．確保有教無類、公平以及高品質的教育，及提倡終身學習。

目標 5 ．實現性別平等，並賦予婦女權力。

目標 6 ．確保所有人都能享有水及衛生及其永續管理。

目標 ７  ．確保所有的人都可取得負擔得起、可靠的、永續的，及現代的

能源。

目標 8  ．促進包容且永續的經濟成長，達到全面且有生產力的就業，讓

每一個人都有一份好工作。

目標 9  ．建立具有韌性的基礎建設，促進包容且永續的工業，並加速創

新。

目標10．減少國內及國家間不平等。

目標11．促使城市與人類居住具包容、安全、韌性及永續性。

目標12．確保永續消費及生產模式。

目標1３．採取緊急措施以因應氣候變遷及其影響。

目標1４．保育及永續利用海洋與海洋資源，以確保永續發展。

目標15 ．保護、維護及促進領地生態系統的永續使用，永續的管理森林，

對抗沙漠化，終止及逆轉土地劣化，並遏止生物多樣性的喪失。

目標16 ．促進和平且包容的社會，以落實永續發展；提供司法管道給所

有人；在所有階層建立有效的、負責的且包容的制度。

目標1７ ．強化永續發展執行方法及活化永續發展全球夥伴關係永續發展

目標。（４5）（表11）

）
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四
（
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言之社會企業是以友善、公平、正義的商業手段解決社會問題的組織。

社會企業不同於非營利組織（NPO）、非政府組織（NGO）或是各類的慈

善基金會（Charity），主因於社會企業強調以企業經營且能獲利的手段解

決社會問題，社會企業不以接受政府補助或外界捐款為財務來源，但在

友善社會的設立目的上與非營利組織近有相似之處。

經濟發展所伴隨的社會環境等問題，過去以及現在，因政府或企業的

無力面對與解決，至有非營利組織、非政府組織等第三部門的興起與介

入，而社會企業以更為積極，不同於第三部門的經濟思維，在兼顧社會

價值的引領性上尋求永續發展，筆者認為社會企業應以經濟社會組織發

展已然的第四部門正視之。

5.3　台灣呼應永續發展三重底線的法制作為

199７年 英 國 學 者 John Elkington 提 出 三 重 底 線（Triple Bottom 

Lineeconomic, environmental and social）概念，認為企業要永續發展原則須

兼顧：經濟責任、環境責任與社會責任三個面向。

因應潮流發展，台灣業經立法院三讀通過，在2018年 ７ 月 6 日修訂通

過公司法修正案，在公司法第一條中「本法所稱公司，謂以營利為目的，

依照本法組織、登記、成立之社團法人。」之後，加上了「公司經營業務，

應遵守法令及商業倫理規範，得採行增進公共利益之行為，以善盡其社

會責任」等文字，直接將社會責任與公司的經營扣連。

6 ．全球永續發展指標─聯合國永續發展目標（SDGs）

聯合國於201４年日發布訊息表示，第68屆大會於同年 9 月10日採納

「永續發展目標（SDGs）」決議，作為後續制定「聯合國後 2015年發展議

程」之藍本。永續發展目標包含1７項目標（Goals）及169項細項目標

（Targets）。相較於聯合國永續發展目標（SDGs）的遠大目標，在當今新

冠病毒全球擴散的同時，護守人類命運共同體的趨勢下，企業社會責任

或社會企業風潮的再推進，實為不可逃避之當責。

）
四
四
（
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5 ．企業的社會性現況

5.1　漢字的社會文理意涵

「社」字為傳說中土地之神，為古代地方基層行政單位。（４1）《周禮》：

「二十五家爲社，各樹其土所宜之木」，從示，表示與鬼神祭祀有關；從

土，表示與土地有關。（４2）「會」字，《說文・會部》：「會，合也。」，上像

器蓋，下為器皿，中有供蒸食之箅子。 本為蒸食用器之形義既失，逐漸

不為人知。（４３）（表10）

從漢字源流的釋義上看，「社」字隱含著在地集合組織的概念，「會」

字隱含著共同分享食養之意；當代地方產業、在地資源、共同分享、身

土不二等概念與主張或近其意。進一步說，當代漸為風潮之企業的社會

性關聯與關懷，或主張非以股東利益極大化為目的社會企業觀點，在東

方漢字文化圈的歷史與文化上早見端倪。

表10．社與會漢字源流釋義

金文 篆文 楷書 金文 楷書

本講演整理
（４４）

5.2　第四部門社會企業與企業社會責任

企業社會責任（Corporate Social Responsibility, CSR）意涵著企業要能取

之社會用之社會，企業不能只是為股東獲取利益，仍須對社會、環境等

永續發展有所責任與貢獻。

社會企業是為了解決特定社會問題而創立的企業，一般的營利企業是

在獲利之後思考是否回饋社會或即時回饋社會，社會企業則是在創立初

始，即涉入社會問題的解決，包括所生產的產品，對待股東及員工的方

式，及所提供的產品或服務須對消費者或外部環境具有友善性作為，簡

）
四
四
（
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展及社會企業推動的萌芽。（表 8 ）

筆者自2000年起參與勞動部多元就業方案輔導至今歷20年，於2010年

提議組織大學生深入地方，關懷在地非營利組織社會型組織與產業，並

示範執行「99年度多元就業開發方案社會企業學習體驗營」，以「課前學

習、現地學習、影像採集、網路分享、設計回饋」為學習體驗模組，為

公部門、學校、非營利組織與地方社會型產業融合推廣，立下了新標竿。

（表 9 ）

表 8 ．勞動部勞動力發展署多元購好玩網頁截圖

勞動部勞動力發展署多元購好玩網頁 https://gofun.wda.gov.tw/index.aspx

本講演整理

表 9 ．筆者2010年策劃「99年度多元就業開發方案社會企業學習體驗營」

研習活動規劃

行政院勞工委員

會王如玄主委親

與現場
（４0）

成果會發表現場 媒體報導

本講演整理 ）
四
五
（
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表 7 ．筆者2001年前後參與一鄉鎮一特產魚池鄉紅茶產業輔導及活動策劃

筆者於2001年前後參與一鄉鎮一特產魚池鄉紅茶產業輔導及活動策劃

紅茶及在地特產

組合婚禮伴手禮

紀念婚禮原住民

祭司祝福儀式
紅茶文化祭

百年紅茶

製程體驗

日治時期紅

茶產業史料

本講演整理

４ ．經營革新─政府的社會企業支持

4.1　多元就業開發方案的緣起

政府部門中，最早推動社會企業為前行政院勞委會的多元就業方案。

勞動部在參考歐盟199７年提出的「第三系統就業與區域發展」政策方案

精神，結合「921大地震「以工代賑」、「災區重建大軍就業方案」及「永

續就業工程計畫」的本土經驗，於2001年（民國89年）以「讓失業者在地

永續就業」為理念進一步擴大發展成為「多元就業開發方案」，期藉由第

三部門在地方的活力，推動政府部門與民間團體建構促進就業合作夥伴

關係，進而滿足社會需求，凝聚社會力量，創造在地就業機會。（３9）

1999年台灣南投921的 ７級大地震死亡2,４15人，受傷11,３05人，在多元

就業開發方案的推動下，以工代賑緊急安置，就業重建大軍結合民間力

量，建構了民間團體與政府部門間促進就業之合作夥伴關係，透過促進

地方發展，提升社會福祉之計畫，創造失業者在地就業機會，實現在地

願景的永續就業工程計畫。

勞動部多元就業開發方案，在台灣地方產業的推動過程中，為在地失

業人力尋求再就業的機會與職能養成，也為在地社區協會組織提供了在

地產業發展的人力來源與經費補助，著實為地方產業紮根提供了活水泉

源，建構出優質且豐富的在地生活，進而能夠打造在地產業永續經營之

典範，間接地促成了許多關注社區社會議題的非營利事業組織的活絡發

）
四
五
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表 6 ．經濟部中小企業處 OTOP網頁截圖

經濟部中小企業處 OTOP網頁 https://www.otop.tw/

本講演整理

筆者多年參與 OTOP產業輔導，特別是南投日月潭的魚池紅茶產業。

19４0－1960年代為台灣紅茶外銷的全盛時期，1960年代以後，國際紅茶

市場逐漸被成本較低的斯里蘭卡及印度的紅茶取代，台灣紅茶逐漸式微，

1999年921大地震離震僅３0公里的魚池鄉，在一鄉鎮一特產的推展下，從

產業歷史中重新發掘其自日治時期發展與種植的獨特基因，整合地產業

的廠商、組織，辦理產業觀摩與產品行銷與促銷活動，執行培育地方產

業經營管理人才等，如今魚池紅茶已是台灣家戶喻曉的地方特色商品。

（表 ７ ）

國史館臺灣文獻館對魚池紅茶產業有如下的敘述：「日本統治臺灣時期，

有關臺灣出口的茶葉，一直都是以烏龍茶及包種茶為大宗，昭和時期漸

轉為種植紅茶，以因應國內外需求的趨勢。新井耕吉郎於大正15年

（1926）來到臺灣，服務於臺灣總督府中央研究所平鎮茶業試驗支所。昭

和11年（19３6）成立紅茶試驗所之前，參與茶園地理環境、土壤、氣候與

製茶品質等條件評估，選定位於海拔600－800公尺以上的南投魚池鄉的

貓囒山作為紅茶試驗支所，因氣候溫暖濕潤、雲霧繚繞及日照短等天然

佳境，進而培育出具有香氣佳特質的優良茶種，聞名遐邇的阿薩姆紅茶

就是其中之一。」（３8）
）
四
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3.4　台灣一鄉鎮一特產「One Town One Product」

OTOP 意指「One Town One Product」一鄉鎮一特產，構想引自日本

OVOP（One Village One Product）一村一品運動，此概念是19７9年由日本

大分縣前知事（同等於縣長）平松守彥博士提出，也就是每個鄉鎮結合當

地特色，發展具有區隔性手工藝或食品特產的產業。地方特色產業的

「地方」範疇是以鄉、鎮、市為主，所發展出的特色產品需具有歷史性、

文化性、獨特性等特質，經濟部中小企業處所推廣的內容相當廣泛，包

含加工食品、文化工藝、創意生活、在地美食、休憩服務及節慶民俗六

大類，例如：鶯歌陶瓷、新竹玻璃、大溪豆乾、魚池紅茶等特色產

業。（３７）（表 6 ）

經濟部中小企業處為協助中小企業利用特色產業為基礎，配合知識經

濟概念為前導，創造高附加價值的新型態群聚式經濟體，特訂定本計畫。

自民國７8年起推動「地方特色暨社區小企業輔導計畫」，其主要輔導工作

項目如下：

●輔導具地方特色在地社區或組織之廠商。

●輔導特色產業示範廠商空間佈置、設計產品特色、經營管理等項目。

●辦理國外特色產業觀摩與產品促銷活動。

●協助地方特色產品網路整合行銷與系統建置。

●協助產品包裝設計與產品研發設計或生產技術改良。

●培育地方產業經營管理人才。

●辦理地方產業標竿案例觀摩活動。

●結合社區資源與在地節慶，舉辦產業媒合促銷及媒體廣宣。

●其他足以提升地區小企業經營能力之輔導工作。

）
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表 4 ．行政院農業委員會漁業署休閒樂活主題網截圖

行政院農業委員會漁業署休閒樂活主題網 http://recreation.fa.gov.tw/index.aspx

本講演整理

3.3.3　休閒林業產業集群

台灣土地面積很小，僅 ３萬 6千平方公里，是地球上的小國，然而從

生物的角度來看，台灣是一個蒼翠的島嶼，生物種類繁多，不論是鳥類、

蝴蝶、兩棲、蕨類、蘭花…等，以單位面積的種數排行，勘稱是世界上

數一數二的大國。尤其台灣位處亞熱帶氣候區，山勢雄偉、四面環海，

所造就的地質、地形、地景、氣候及生物上的豐富變化具備了發展生態

旅遊的雄厚條件，其中以森林環境裡生物多樣性的表現最為突出，是生

態旅遊的最佳場域。本局經營管理全國森林業務，為因應時代的變遷，

配合民眾休閒遊憩及環境教育之需求暨突顯森林的普世價值，乃於全台

森林區域內建置18處國家森林遊樂區，提供國人親近森林體驗自然的機

會，其中推動森林生態旅遊是國家森林遊樂區經營的核心工作。（３6）（表 5 ）

表 5 ．行政院農業委員林務局台灣山林悠遊網截圖

行政院農業委員林務局台灣山林悠遊網日文版面網頁

https://recreation.forest.gov.tw/lang/JP/Index

本講演整理
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為營造休閒農業友善旅遊環境，創新農業六級化加值整合成體驗遊程，

提升人力素質及服務量能，朝向主題化、特色化、區域化、國際化及智

慧化發展。截至109年底（民國），累計劃定96處休閒農業區，評鑑成績逐

步成長並採分級分類方式予以輔導，期能全面提升區內農民整體經營休

閒農業水準，並朝區域主題旅遊發展。輔導休閒農場取得許可登記證４86

家，運用場內資源開發農業體驗特色活動，提供遊客親近農業機會。輔

導成立「田媽媽」農村料理11４班，提供農村遊客具在地特色的美味料理

或點心，豐富在地農遊特色。（３４）此外為力推動地方休閒農業產業集群市

場化，規劃農業易遊網，活化數位資訊，使利行銷與推廣。（表 ３ ）

表 3 ．行政院農業委員會農業易遊網截圖

行政院農業委員會農業易遊網網頁日文版面 https://ezgo.coa.gov.tw/zh-JP/Front

本講演整理

3.3.2　休閒漁業產業集群

台灣漁村（業）旅遊的發展，無論產品種類與知名度，相較於本會（農

委會）已發展成熟之休閒農場與森林遊樂區等農業旅遊，仍屬新興遊憩商

品。漁業署為推廣漁村旅遊，積極與地方政府、漁會、全國性漁業（民）

團體合作，結合包括漁村社區、魅力漁港、地方文史、濕地、潮間帶、

潟湖及其他自然景觀等資源，每年於全國各地辦理超過４0場次的漁村漁

業產業慶典及休閒漁業推廣活動，藉以引發遊客前往漁村從事深度旅遊

的動機，從而引導旅遊業者長期經營的基礎。（３5）（表 ４ ）
）
四
四
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自然發展形成的產業集群，起自於地域產業因需求、簡易分工與交易

所形成的商業機會集合，發展過程可能經政府力量的介入，因而形成了

輔導轉型的產業集群，也可能是自然發展的產業集群，在各方資源挹注

與輔導下形成轉型產業集群，如整合現有自然發展的產業集群升級或跨

域資源整合等。

台灣政府主導規劃的產業集群有出口加工區、工業園區、科學園區、

環保科技園區、農業生物科技園區、生物醫學園區、創新園區等；晚近

興起的非製造型的有文化創意產業園區、以農林漁牧為主軸的一二三級

產業整合地方產業集群等。

台灣產業集群除上述主要由政府主導傳統二級製造及三級服務的聚落

產業集群外，尚有可歸屬於一級產業或一二三級產業整合，以農林漁牧

為主軸的地方產業集群，這些由一二三級產業的整合，各自發展出獨具

特色的六級型非工業產業集群，形成台灣地方產業的新明星，各類體驗

型田園浪漫風潮，逐漸興起。非工業型產業集群著重以人及環境永續的

營造企圖，強調在地產業、專長職能、社區參與、夥伴互助、在地與社

會需求的整合，建構生產、生活、生態、生意的宜居、宜產、宜業場域。

以下分別就農漁林三產業簡述說明。

3.3.1　休閒農業產業集群

休閒農業是結合農林漁牧生產、農村文化及農家生活，提供國民休閒

旅遊與體驗學習的產業，是傳統農業提升附加價值的新亮點產業。為促

進農業一級生產、二級加工及三級體驗服務的創新運用，結合在地農村

景觀、農業文化創意及食農教育概念等元素，農委會積極協助休閒農業

區及休閒農場營造農業主題特色、提升產業服務質量及充實友善旅遊環

境，另推動休閒農業職能基準，培育優良人力素質，豐富多元農遊元素，

包含體驗活動、旅遊伴手、農村料理等滿足遊客吃、玩、買等旅遊需求

之在地特色商品，並協助業者參與國內外旅展、辦理推廣活動及建立多

元實體與虛擬通路，擴大戶外教育、企業會議或教育訓練、國際及穆斯

林等客群，增加休閒農遊非假日遊客數。

）
四
四
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2006年
（平成18年）

まちづくりとは「地域における、市民による、自律的・継

続的な、環境改善運動」と定義している。すなわち、まち
づくりとは運動である。重要なのは、「地域における」「市

民による」という点にある。地域市民が安全安心・福祉健

康・景観魅力のための環境改善運動を、自分たちが自律的

に、継続的にやり続けることが「まちづくり」である。（
29）

2008－2015年
（民國9７－10４年）

續以「地方文化生活圈」之區域發展概念出發，規劃「地方

文化館第二期計畫」及「新故鄉社區營造第二期計畫」之雙

核心計畫，旨在從軟體（社造觀念培育）及硬體（地方文化

設施）兩方面，同時提升社區文化生活及參與內涵，著力於

藝文參與的社區營造方式，帶動更多社區民眾的認識地方文

化，激起對於家園的關懷，增進參與公共事務之能量，達到

培育社造人才及館舍營運人才的目標。（
３0）

2008年
（平成20年）

「歴史まちづくり法」が公布された。（
３1）

2012年
（民國101年）

配合政府組織改造，文建會改制為文化部。101年 5月20日文

化部成立後，更積極關注在地文化發展，在社區營造既有的

基礎上，拓展村落文化藝術，提出「村落文化發展暨推廣計

畫」，進一步關照弱勢無能力或尚無社區共識的村落，結合文

化部各附屬機關資源及民間團體活力，提供文化參與的多元

機會及管道，為這些村落注入文化活力，提升在地文化及藝

術活動的參與意願。更鼓勵青年進入村落運用創意，改善村

落文化及經濟的發展環境。（
３2）

2018年
（民國10７年）

行政院10７年兩度召開「地方創生會報」，宣示108年為台灣地

方創生元年，定位地方創生為國家安全戰略層級的國家政策，
將以人為本，透過地方創生與新創結合，復興地方產業、創

造就業人口，促進人口回流，並以維持未來總人口數不低於

2000萬人為願景，逐步促進島內移民及配合首都圈減壓，達

成「均衡台灣」目標。（
３３）

本講演整理

3.3　台湾地方產業集群

企業是個體，產業為互相依賴、相互需求、相互交易的結合體。企業

基於生存及成長需求，進行資源獲取的必要手段，形成了更為激烈競爭，

科技產業環境銳變，替代性商品及生產基地變遷移轉快速，產品生命週

期更為縮短，企業研發成本漸高，全球化及分工趨勢勢難回頭。

）
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199４年
（民國8３年）

行政院文化建設委員會推動「社區總體營造計畫」─充實鄉

鎮展演設施計畫、輔導美化地方傳統文化建築空間計畫、輔

導縣市主題展示館之設立及文物館藏充實計畫、社區文化活

動發展計畫。社區營造理念主要的訴求在於透過空間建築、
產業文化與藝文活動等議題做為公共領域，激發提升地方社

區公民與共同體的自主意識，以重建一個新的公民社會和文

化國家做為目標。這個理念後來成為重要的國家政策，並為

地方文化工作者所認同。這些政策方向延續之下，也產生了

推動「文化產業化，產業文化化」理念，使得地方文化產業

的行銷、包裝與社造模式逐步建立，以及進一步將中央主導

的文藝季轉型為地方主導的小型國際展演，並提出「心靈改

革」政策等。（
22）

199４年
（民國8３年）

通過《社區總體營造獎助辦法》，開放社區團體申請。（
2３）

1995年 1月
（平成 ７年）

日本阪神、淡路大震災。

199７－1998年
（民國86－8７年）

經建會推動「城鄉景觀新風貌改造運動實施計畫」。（
2４）

1998年
（民國8７年）

文建會持續推動「美化公共環境計畫」。（
25）

1999年
（民國88年）

九二一地震，文建會提出「九二一永續家園社區再造方案」，
鼓勵社區自發性地動員組織進而提案。（

26）

2002－200７年
（民國91－96年）

配合行政院推動「挑戰2008 ：國家發展重點計畫」提出「新

故鄉社區營造計畫」，結合特有的文化傳統、空間環境與地方

產業，發展地方魅力。（
2７）

2005年
（民國9４年）

9４年行政院擴大提出「臺灣健康社區六星計畫」，對於社區營

造的政策提出更具體的分工，除文化部前身文建會外，更包

括教育部、內政部、農委會、經濟部、原民會及客委會等11
部會，分為人文教育、產業發展、社福醫療、社區治安、環

保生態及環境景觀等六大面向；成功促成政府部門重視「社

區營造」，並從各自的業務權責鼓勵民眾共同參與，以符合社

區全面性的需求，落實「總體」營造的精神，期間即共同輔

導促成花蓮縣牛犁社區交流協會、雲林縣林北社區發展協會

及南投縣桃米社區發展協會等全國性示範性亮點案例，不但

成為「臺灣最美風景在於人」的最佳代言寫照，也帶動政府

與民眾協力合作的社會風潮。（
28） ）

四
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國社區設計 community design）、日本造街（町づくり）運動，其中尤以

受到日本造町運動的影響較為深遠。（表 2 ）

表 2 ．台灣社區營造發展歷史與日本造街（町づくり）發展關鍵事件年表

年度 重大施政項目

1965年
（民國5４年）

行政院頒布「民生主義現階段社會政策」，首度提及「社區發

展」。（
12）

1968年
（民國5７年）

內政部頒行「社區發展工作綱要」，在既有的鄉村組織中再規

劃為４89３個「社區」。（
1３）

19７７年
（昭和52年）

玉野井芳郎『地域分権の思想』（19７７年）において「一定地

域の住人が、その地域の風土的個性を背景に、その地域の
共同体に対して一体感を持ち、地域の行政的、経済的自立

性と文化的独立性とを追求すること」と定義した。（
1４）

19７8年
（昭和5３年）

首相大平正芳が提唱した田園都市構想。（
15）

19７8年
（昭和5３年）

19７8年（昭和5３年）に神奈川県知事長洲一二さんが「地方

の時代」を世界10月号に発表し、時は民間活力活用・小さ
な政府、地域が主体となる社会への傾斜が急であった。「ま
ちづくり＝地域における、市民による、自律的継続的な環

境改善運動」のはじまりを告げる時代であった。（
16）

19７9－1981年
（昭和5４－56年）

「まちづくり」を考える時、我が国での転機は1980年（昭和

55年）である。都市計画法が改正され、地区計画制度が導

入された年である。神戸市では、都市景観条例が前年

（19７9年）に、まちづくり条例が翌年（1981年）に制定され
ている。（

1７）

19７9年
（昭和5４年）

大分県知事・平松守彦（19７9年）が掲げた一村一品運動。（
18）

198３年
（民國７2年）

修訂「社區發展工作綱要」，改名為「社區工作綱領」。
修訂「社區發展工作綱要」，改名為「社區工作綱領」，明確

地將「社區發展協會」建制化。（
19）

1988－1989年
（昭和6３－6４年）

首相竹下登が掲げたふるさと創生事業（1988－1989年）、
正式名称は自ら考え自ら行う地域づくり事業、 1 億円を交

付したので、ふるさと創生一億円事業とも言われる。（
20）

199３年
（民國82年）

文建會提出「文化建設與社會倫理的重建」。
文建會於國民黨中常會上提出「文化建設與社會倫理的重建」
理念，呼籲「透過文化策略的發展，落實對於社區意識及社

區倫理的重建工作」。（
21）

）
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與情感。西方學者近二十年來所提論的「地方感」（sense of place）、「地

方依附」（place attachment）、「社區依附」（community attachment）等觀

點，（ 9 ）（10）
實屬人與環境空間的鑲嵌，相互依賴關係的共同情感本質，無

分國別地域。

3.2　台灣的地方組織

台灣各類地方民間組織的發展是當前地方產業發展與轉型的礎石，地

方組織啟蒙於社區治理的發想，雖只是從社會基層民眾生活需求關注為

視角的組織建構，基本上仍屬政治治理的另類延伸，但有別於中華民國

政府行政區劃之第四級行政區劃村（里）結構；村（里）是政府執行基層

服務與政策推動的法定編制，由上往下的治理單位。社區是特定區域內，

特定共同利害關係群體的集合，重視區內公共事務，包含因所在居住的

地理條件，自然形成的自然群體概念關係，或正式依法登記設立具特定

目標的正式組織形式，如某某社區發展協會等，屬於由點往線，由線往

面，由下往上的社區資源整合自主單位，多年來的地方組織的發展，逐

漸回歸在地、回歸身土、走向地方特色，地方產業與地方文化的逐步融

合，從而走出一條兼顧生活、產業與文化的花明前景，迎向與環境共生

的永續發展道路。其發展的路徑正也引領出台灣經濟發展過程中，因環

境破壞，城鄉發展失焦，資源失衡，人口失均等挑戰下的另一社會覺醒

的選擇與運動。

民國96年總統府月會專題報告中，曾有一段描述：「過去政府為了縮短

城鄉差距，曾經採取都市開發的模式，推動台灣鄉村的建設與發展，而

少見針對鄉村文化特色的國土發展政策，有關鄉村文化的保存與傳承、

社區或部落共識的凝聚，產業技藝的復育皆付之闕如，結果是鄉村景觀

和生態環境的嚴重失序。因此，針對縮短文化的城鄉差距，應在都市文

化發展之外，擬定一套「以鄉村為主體」、「認同鄉村價值」的文化策

略。」。（11）

目前台灣地方社區營造與發展政策主要推動單位是文化部（前身為文化

建設委員會），臺灣社區營造借鏡英國社區建築（community architect）、美

）
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工作
（ 6 ），走訪災區各地，參與以農漁業、商業、觀光旅遊為主，工業為

輔的地方產業復興輔導，重點時間歷時 6 年，相關輔導工作延續將近 2

年，以人、文、地、產、景多面思維及地方產業品牌經營與行銷推廣為

主軸的地方產業陪伴，與災區民眾及產業經營者建立了深度的情誼，也

協助了地方產業開展了重要的轉型契機，逐步為地方產業探索出可行的

出路，從而加深了對地方產業的進一步理解，在研究與教學的實務上，

獲得了極佳的田野現場感知與經驗。期間故鄉認同運動方興未艾，官、

產、學、研資源彙整回流如春暖花放，一片向好。

3.1　「地方感」、「地方依附」、「社區依附」的資源相依

地方是一種自然與人文活動及互動的空間與場所，連結著人與土地、

人與人、人與環境、人與人的關係，是人與在地的歸屬與去離過程關係

的舞台。地方產業的發展關聯於在地資源的發掘、整合及活用，為避免

同質性的競爭，創造具獨特而有價值的產業特色，深度探索地方產業基

因，建構隱性與顯性基因圖譜，推動從資源到資產的轉換等議題，緊扣

著地方產業發展的成敗關鍵。

J. Pfeffer& G. R. Salancik, 於200３年提出資源依賴理論（Resource 

Dependence Theory），強調：「組織是鑲嵌於相互依賴和社會關係網絡之中

（Granovetter, 1985）。組織需要的資源，不只財務資源、實體資源，還包

括資訊等，都必需從環境

中取得，以至於組織必需依賴這些資源的外部來源。依賴經常是相互

彼此的，但有時是間接的。」（ ７ ）（ 8 ）

人與環境的關係與其說是資源的支配者，勿寧說是資源的依賴者，因

為資源是稀缺有限的，並非取之不盡用之不絕，環境中的自然資源及社

會資源應以共生共存為基本視點與理念，方能符合永續性發展潮流的期

待。地方認同應是當今全球性發展潮流中的熱門議題，古今許多知名文

學、小說、遊記、哲學論述等，也都對「地方感」附以精采的抽象性或

具體性的描繪或歌詠，甚而千古傳唱，這些傳唱意涵著「地方依附」現

象，在環境、地理、地景、產物、人文等面向上的黏著難以抹滅的事實
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外國籍及中國大陸地區、香港、澳門地區人士與中華民國國籍人士結婚

人數，日本國籍男性有４７1人，僅次於首位美國籍的665人，高於香港、

澳門地區的４25人、中國大陸地區的３2７人及越南的220人，名列第二位；

日本國籍女性與中華民國國籍人士結婚有３12人，次於越南的26７2人、中

國大陸地區的20３6人、香港澳門地區的４15人、印尼的３89人，名列第五

位。（表 1 ）

表 1 ．2020年以原國籍性別與中華民國國籍人士結婚統計前 6位排序

排序 ⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹
國籍 美國 日本 香港澳門 中國大陸 越南 韓國

性別 /男 665 ４７1 ４25 ３2７ 220 1７0
國籍 越南 中國大陸 香港澳門 印尼 日本 菲律賓

性別 /女 26７2 20３6 ４15 ３89 ３12 22４

本講演整理
（ ３）

2018年台灣平均每人國內生產毛額 GDP美金25,89３，每人國民所得毛

額 GNI 美金26,51４。（ ４）2018年日本平均每人國內生產毛額 GDP 日幣

４,３３７,000（約美金４0,5３2），平均每人國民所得毛額 GNI４,４96,000（約美金

４2,018）。（ 5）相對於日本較低的經營成本與海外互助成長的需求機會，加上

文化與人情的親近傾向，台日間攜手合作，處於平穩續進的向好狀態中。

３．台灣地方產業

台灣隨著社會經濟發展快速成長，國民所得水準逐年提高，各地區社

會經濟發展的差異程度亦日漸擴大，人口日漸朝城市集中，城鄉差異所

造成的經濟與生活等問題，喚起民眾的地方與故鄉關懷，逐漸興起地方

產業與地方社會關懷運動，特別是1999年 9月21日發生於南投集集的芮

氏規模 ７地震，奪走2４15條人命的921大地震之後，地方關懷的省思與地

方產業復興動能、地方存在與未來發展動向等議題，形成了關鍵分水

嶺；筆者參與「中華民國行政院九二一震災災後重建推動委員會」相關
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六
三

素，未及於講演現場講述之內容，期增進日本青年學子對中華民國（台

灣）的進一步認識與了解。

2．台灣

中華民國創建於西元1912年。民國３8年（19４9年）中華民國政府播遷來

臺，有效管轄土地面積 ３萬6,19７.06７平方公里。中華民國創建立時孫文

就任第一任中華民國臨時大總統，臨時首都設於中國大陸南京，19４5年

二次大戰終戰當年的10月2４日，安理會五大常任理事國（法國、中華民國、

蘇聯、英國、美國）及多數其他簽署國（４6國）共同批准憲章，聯合國正式

宣告成立。同年10月25日臺灣地區的受降典禮在臺北公會堂舉行，中華

民國國民政府接管台灣，19４9年中國國民黨與中國共產內戰失利，同年

10月 1日中國共產黨建立中華人民共和國，中國國民黨失去中國大陸統

治權，播遷來台直至現在。期間19７1年聯合國大會第2７58號決議，由中

華人民共和國於聯合國組織中取得中國代表權，中華民國退出聯合國。

19７2年 9月日本與中華民國斷絕外交關係，19７9年 1月美國和中華人民

共和國建立外交關係，台日、台美間已不存在正式外交關係。

台灣南北長３9４公里而最寬處可達1４４公里，臺灣本島及其21個附屬島

嶼，約為日本九州大小。臺灣住民以漢人為最大族群，約占總人口9７%，

其他 2 %為16族的臺灣原住民族，另外 1 %包括來自中國大陸的各地民

族、大陸、香港、澳門配偶及外籍配偶。截至108年底，臺灣原住民人口

數為5７萬1,４2７人。臺灣語言種類豐富，堪稱語言博物館，目前臺灣人民

所使用的聽覺語言，主要分屬南島語系和漢語兩大類，國語、閩南語、

客語、原住民族語（共有16族４2個語言別）。目前台灣有 6個直轄市、1３縣

３市、鄉（鎮、市、區）合計有1４6鄉、３8鎮、1４縣轄市及1７0區。（2）

根據中華民國內政部戶政司人口統計，「縣市結婚人數按原屬國籍（按

登記）」資料，2020年中華民國（台灣省地區、福建省的金門縣、連江縣地區），

按性別（含不同性別及相同性別）、婚姻類型及原屬國籍（地區）分類，總

結婚對數，男性結婚人數有12066３人，女性結婚人數有122７４1人，其中
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六
四

台灣地方產業經營創新
─政府社會事業支持與企業的社會性現況

（台湾地域産業経営革新─政府による社会事業支援と企業の社会的現状）

李　　　福　斯

1 ．前言。

2 ．台灣。

３ ．台灣地方産業。

４ ．經營革新─政府的社會事業支持。

5 ．企業的社會性現況。

1 ．前言

日本大學法學部201４年與中國科技大學（台灣）簽訂華語營
（ 1 ）

研習備

忘錄，兩校交流多年，至2020年 ３ 月止，日本大學法學部到台灣中國科

技大學交流師生達12７人次，本特別講演文稿為令和元年2019年 ７ 月

Nihon University 2019 Visiting Foreign Fellowship Program，筆者受

邀至貴校日本大學法學部進行為期兩週訪問講學的講演內容，講演內容

分兩個主題：一．「日本品牌日本企業台灣進出現況與課題（日本ブラン

ド・日本企業の台湾進出の現状とその課題）」，本主題一已投稿於『政経研

究』第5７巻第 ４ 号，本期就主題二．「台灣地方產業經營創新─政府社會

事業支持與企業的社會性現況（台湾地域産業経営革新─政府による社会事業

支援と企業の社会的現状）」講題，彙整投稿，稿件內容為非實證性之研究，

多偏田野現況觀察實務與推論，本文所彙整之內容，增述部份因時間因

特別講演

）
四
四
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る。台湾における五町村五特産運動（OTOP）の計画と実践は，日本の

五村五品運動（OVOP）より着想を得ているという見方を示している。

このように李教授のご研究は，台湾の自治体・政府と地域社会が相

互に作用しながら産業や街が発展していくプロセスを捉える際に，日

本の産業政策や都市政策の影響を考慮するという分析視覚に立脚して

いる。日本の産業や政策の台湾への影響についてはすでに多くの研究

蓄積があるが，李教授のご研究は丁寧なフィールドワークによってこ

のプロセスを詳細に描き出そうとするその方法論的な指向性に特徴が

ある。特に地域社会の視点から産業発展を分析する視覚には大いなる

研究の発展が期待できると評価できるだろう。今後は先行研究との関

係において本研究の理論的な位置づけを明確にし，さらに精力的にご

研究を推進されることを願っている。本学部に対する李福斯教授の学

術的貢献に対して改めて感謝申し上げたい。
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解題

李福斯先生著　「台湾地域産業経営革新
─政府による社会事業支援と企業の

社会的現状」に寄せて

臼　井　哲　也

令和元年（2019） ７ 月，中国科技大学（台湾）より李福斯教授を招聘

する機会に恵まれた。すでに前号の『政経研究5７巻 ４ 号』にて李教授

をご紹介申し上げたが，李教授は台湾における日本企業のマーケティ

ング・経営研究の専門家であり，日本と台湾の間の産業，ビジネス交

流に関しても明るい。今号には，第 2回目の特別講演の内容を講演録

としてご寄稿いただいた。僭越であるがここに李教授の講演録に対す

る解題をお示ししたい。

李教授による特別講演の演題は，「台湾地域産業経営革新─政府によ

る社会事業支援と企業の社会的現状」である。本文は， 1「前言」， 2

「台湾」， ３「台湾の地域産業」， ４「経営革新─政府の社会事業支援」，

5「企業の社会的現状」の四つの節より構成されている。また，李教

授によれば，第 1回の講演録と同様に本研究は実証的研究ではなく，

フィールドワークのデータに基づき考察を加えたものである。その点

において本講演録には研究ノート的な位置づけを与えることができる

だろう。本講演録では台湾の地域産業の発展プロセスにおいて，「地域

感情」，「地域への愛着」，「地域社会への愛着」の重要性を説き，資源

依存論の観点より産業と地域社会の相互依存が五方に偏ったもので

あってはならないと考察している。また日本との関わりについて，日

本の街づくりの経験的な知見が台湾へ与えた影響について考察してい
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